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市報からつ

●唐津市ホームページ  http://www.city.karatsu.lg.jp

●男  57,213人（-46人）
●女  64,307人（-60人）
●世帯数  50,835世帯（-17世帯）

人口 （９月１日現在）

121,520人 （前月比－106人）
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蕨
わ ら び の

野の棚田
(国選定重要文化的景観：相知町蕨野)

実りの秋を迎え、棚田も鮮やかな黄色へと染まり始めました。
食欲の秋においしい棚田米はいかがでしょうか。



◆
利
用
可
能
点
数

・３
０
０
冊
以
内

◆
利
用
可
能
期
間

・６
カ
月
以
内

※�

配
送
セ
ン
タ
ー
に
職
員
は
常
駐
し

て
い
な
い
の
で
、必
ず
事
前
に
近
代

図
書
館
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
近
代
図
書
館
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

図書館を活用しませんか？

～図書配送センター内の様子～

図書配送センター
(唐津市青少年支援センター１階、旧日赤病院跡地)

図
書
配
送
セ
ン
タ
ー

を
活
用
し
よ
う
！

ブックル
近代図書館子ども
コーナーの
マスコット
キャラクター

◆
図
書
配
送
セ
ン
タ
ー
っ
て
な
に
？

　

学
校
や
公
民
館
な
ど
の
団
体
に
、本

の
貸
し
出
し
を
行
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

昭
和
49
年
か
ら
学
校
へ
の
配
本
活

動
を
開
始
し
、学
校
で
の
読
書
活
動
や

調
べ
学
習
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
新
た
に
調
べ
学
習
や

朝
読
の
充
実
を
図
る
た
め
、朝
読
用
読

み
本
と
教
科
書
掲
載
の
関
連
本
を
中

心
と
し
た
「
ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
も
あ
ブ
ッ
ク

（
学
校
支
援
用
セ
ッ
ト
）」
の
提
供
も
始

め
ま
し
た
！

　

昭
和
59
年
か
ら
は
、公
民
館
へ
の
配

本
が
始
ま
り
、地
域
の
皆
さ
ん
に
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
、児
童
ク
ラ
ブ
や
福
祉
施

設
、読
み
聞
か
せ
な
ど
の
読
書
活
動
を

さ
れ
て
い
る
団
体
に
も
貸
し
出
し
を

し
て
い
ま
す
。

◆
市
内
の
会
社
に
も
貸
し
出
し
ま
す
！

　
職
場
に
本
を
置
い
て
「
休
憩
時
間
に

利
用
し
た
い
」、「
専
門
書
を
読
み
た
い
」

と
い
っ
た
要
望
に
も
お
応
え
し
ま
す
。

申
込
条
件
は
、市
内
の
事
業
所
で
あ
る

こ
と
で
す
。

◆
ど
う
や
っ
て
借
り
る
の
？

　
ま
ず
は
近
代
図
書
館
で
申
請
を
行
い
、

団
体
や
会
社
を
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

　

登
録
時
に
、利
用
に
つ
い
て
の
説
明

を
し
ま
す
。

近
代
図
書
館
・
相
知
図
書

館
・
公
民
館
図
書
室
を
活

用
し
よ
う
！

◆
図
書
館
開
館
日
、開
館
時
間

◆
公
民
館
図
書
室
を
利
用
す
る
と
き

は
、開
館
日
、開
館
時
間
な
ど
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

　

身
近
に
本
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で

き
る
場
所
と
し
て
公
民
館
図
書
室
が

あ
り
ま
す
。お
近
く
の
公
民
館
図
書
室

も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
最
近
、本
を
読
ん
で
い
ま
す
か
？

近
代
図
書
館
と
関
連
施
設
に
は
合

わ
せ
て
40
万
冊
以
上
の
本
が
あ
る

よ
。

　
今
回
は
、も
っ
と
図
書
館
を
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
に
、市
内
の
団
体

や
会
社
に
本
を
貸
し
出
す
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
紹
介
す
る
ね
♪

　
ま
た
、初
め
て
本
を
借
り
る
人
や

久
し
ぶ
り
に
図
書
館
を
利
用
し
た

い
人
向
け
に
、図
書
館
の
利
用
方
法

や
活
用
方
法
を
説
明
す
る
よ
！

特　集

近　代
図書館

平日
（火～金） 10：00～19：00

土・日 10：00～18：00
相　知
図書館 火～日 10：00～18：00

休館日
月曜日・祝日（こどもの
日は除く）・年末年始
毎月第１水曜日
特別館内整理期間

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！
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昨年秋の読書週間は
『どくしょでいもほり！』

◆
親
子
で
物
語
の
世
界
を
楽
し
ん
で

み
ま
せ
ん
か
？

　

図
書
館
で
は
子
ど
も
や
、赤
ち
ゃ
ん

向
け
お
は
な
し
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、年
に
３
回
大
き
な
お
は
な
し
会

（
子
ど
も
の
日・夏・ク
リ
ス
マ
ス
）
で
、

多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

他
に
も
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
い
イ
ベ

ン
ト
を
用
意
し
て
、み
な
さ
ん
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

読書の秋！もっと本を身近に♪

昨年の肥前町産業祭での
「えほんのマルシェin肥前」の様子

　
近
代
図
書
館
な
ど
で
本
を
借
り
る
と

き
は
、利
用
者
カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

◆
利
用
者
カ
ー
ド
の
申
請
方
法
は
？

　
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
、学
生
証
な
ど
）
を
持
っ
て
、

「
図
書
館
利
用
者
カ
ー
ド
申
込
書
」
を

近
代
図
書
館
、相
知
図
書
館
、各
市
民

セ
ン
タ
ー
公
民
館
図
書
室
の
窓
口
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

・�

市
内
ま
た
は
玄
海
町
に
住
ん
で
い
る
人

・�

市
内
に
通
勤・通
学
し
て
い
る
人

◆
利
用
可
能
点
数

・�

図
書
、雑
誌
は
10
冊
以
内

・��

視
聴
覚
資
料
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、Ｃ
Ｄ
な
ど
）

は
2
点
以
内

◆
利
用
可
能
期
間

・�

2
週
間
以
内

　

近
代
図
書
館
、相
知
図
書
館
、各
市

民
セ
ン
タ
ー
公
民
館
図
書
室
の
ど
こ

で
も
返
却
で
き
ま
す
。

※�

ビ
デ
オ・
Ｄ
Ｖ
Ｄ・
Ｃ
Ｄ
は
破
損
し

や
す
い
た
め
、借
り
た
と
こ
ろ
の
窓

口
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

　

貸
出
中
の
本
や
関
連
施
設
所
蔵
の

本
を
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
予
約
方
法

　

各
施
設
に
あ
る
予
約
票
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、窓
口
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
か

ら
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
蔵
書
検
索
サ

イ
ト
）
を
利
用
し
、予
約
す
る
こ
と
も

で
き
ま
す
。

◆
受
取
方
法

　

近
代
図
書
館
、相
知
図
書
館
、各
市

民
セ
ン
タ
ー
公
民
館
図
書
室
の
ど
こ

で
も
受
け
取
れ
ま
す
。

〇
学
習
室

　

近
代
図
書
館
4
階
に
学
習
室
が
あ

り
、参
考
書
な
ど
を
持
ち
込
ん
で
勉
強

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

〇
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
利
用
で
き
る

パ
ソ
コ
ン
を
設
置

し
て
い
ま
す
。

◆
近
代
図
書
館

　
5
台

◆
相
知
図
書
館

　
１
台

お
知
ら
せ

　
年
に
１
回
の
蔵
書
点
検
の
た

め
図
書
館
を
休
館
し
ま
す
。

特
別
館
内
整
理
期
間
っ
て
？

　
本
の
状
態
を
一
冊
ず
つ
点
検

（
蔵
書
点
検
）
し
、蔵
書
の
場
所

と
内
容
が
正
し
く
一
致
し
て
い

る
か
確
認
し
ま
す
。

特
別
館
内
整
理
期
間

近
代
図
書
館

　
10
月
１
日（
火
）～
７
日（
月
）

相
知
図
書
館

　
10
月
６
日（
日
）～
10
日（
木
）

問
近
代
図
書
館（

☎
７
２
︱
３
４
６
７
）

　

相
知
図
書
館（

☎
６
２
︱
４
１
９
４
）

み
ん
な
の
図
書
館
で
す
。

も
っ
と
も
っ
と
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

近代図書館

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

人
は
こ
ち
ら
↓

借
り
方

予
約
で
き
ま
す

イ
ベ
ン
ト

も
り
だ
く
さ
ん
♪

勉
強
も
で
き
る

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
使
え
る

返
し
方

特　集
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近代図書館  美術ホール　　特別展  新
に い

見
み

美術館コレクション

「日本画  一度は見たい名品展」
　新見美術館（岡山県）の千点を超える所蔵品の
なかから日本画の名品を展示します！
　円

まるやまおうきょ

山応挙、富
とみおか

岡鉄
てっ

斎
さい

、横
よこやま

山大
たいかん

観、平
ひらやま

山郁
いく

夫
お

など、
「名前はどこかで聞いたことがある」人たちの作
品がやってきます。
　秋から冬にかけてのひととき、季節感豊かな花
鳥図や優美な美人画、国内外の風景など、詩情あ
ふれる世界に浸ってみませんか？

　大事に受け継がれてきた日本画
の名品たち。ぜひ一度は見てみたい
ものばかり！
　この機会にぜひご来館ください。

▲上
うえ

村
むら

松
しょう

園
えん

「雪
ゆき

の冨
ふ

士
じ

」

と　き　令和元年10月19日(土)～12月1日(日)
　　　　午前10時～午後6時（入場は午後5時30分まで）
ところ　近代図書館�美術ホール
休館日　毎週月曜日、11月３日(日・祝)
　　　　※�10月22日(火・祝)、11月６日(水)・11月23日

(土・祝)は美術ホールのみ開館
内　容　近現代の日本画　約56点
入場料　
　・一般500円
　　※有料入場者20人以上の団体は２割引
　・唐津市内の75歳以上の人250円
　��（唐津市のシルバーカードや健康保険証などを提示）
　・高校生以下の人は無料
　・�障がい者手帳を持っている人と同行者１人は無料
　��（障がい者手帳を提示）

▲円
まる

山
やま

応
おう

挙
きょ

「鍾
しょう

馗
き

図
ず

」 ▲横
よこ

山
やま

大
たい

観
かん

「帰
き

漁
りょう

」

新見美術館学芸員によるギャラリートーク
　講師：藤井茂樹　（新見美術館　事務次長）
日時：10月26日(土)午後２時から

10月27日(日)午前11時から／午後２時から
※�近代図書館学芸員によるギャラリートークなど
も行います。詳しくは近代図書館ホームページを
ご覧ください！

問近代図書館（☎７２ー３４６７）

特　集
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ペットの飼い主の皆さんへのお願い

問生活環境対策課（☎72-9124）

多くのペットを飼えない場合は、不妊・去勢手術を受けさせてね！
そうすることで、ストレスの軽減や殺処分される動物の数が減少するワン。
また、犬や猫の苦情原因は、ほとんど飼い主のモラルの問題だよ。
大事なペットだからこそ、しっかりしつけをして、マナーを守り飼育するワン！

首輪や迷子札を
つけよう

交通事故や近隣へのフン被害を
防ぐため室内で飼おう

犬の登録と狂犬病
予防注射をしよう

鑑札と注射済票
をつけよう

放し飼いはしないでね

散歩のときはリードを
離さず、フンは持ち帰ろう

犬を飼うときの約束だワン！

飼育する場所とその周辺は
いつもキレイに保とう

　ペットは家族の一員です。飼い主は、動物が命を終えるまで健康で快適に暮らせるよう
努めるとともに、社会や近隣に迷惑をかけないようにする責任があります。
　犬や猫などの動物を捨てることは犯罪です。捨てた場合には100万円以下の罰金に処
せられます。やむを得ず飼えなくなった場合は、新しい飼い主を探すことも責任です。

　これからペットを飼おうかな、今飼っているけれどちゃんとマナーは守れて
いるのかな、犬・猫それぞれのチェック項目を確認してみましょう。

ペットは最後まで責任を持って飼いましょう

ペットの飼育について確認しましょう

猫を飼うときの約束だニャ！
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七山
まつりもあるけん、帰って来んね
｢七山夏まつり｣

厳木
第45回 厳木町納涼花火大会

肥前　
楽しい夏の一日 「第１回 肥前わんぱく塾」

　七山の夏の夜を盛り上げる第38回�七山夏ま
つりが、七山公民館周辺で開催されました。
　七山公民館内では七山太鼓の会による和太鼓
演奏や、地元の中学３年生によるソーラン節の
披露をはじめビンゴゲームやお楽しみ抽選会で
盛り上がりました。また ｢お盆で帰省する旧友
との再会の場として楽しみにしている｣ など喜
びの声もたくさん聞かれます。
　館内でのイベント終了後は屋外に移動して盆
踊りです。７月から練習を重ねた「七山よかとこ
節」や「おつや口説」の曲にあわせて踊りました。
　最後は、みなさんから応募されたメッセージ
花火をはじめ約400発の花火が打ち上げられ、
普段は静かな七山の夜に花火の音が響き渡りま
した。� （８月16日）

　今年も恒例の厳木町納涼花火大会が開催され
ました。
　開会宣言のあと、子どもたちの元気いっぱい
のストリートダンスから大会がスタートしまし
た。その後、岩屋分館による盆口説き（唄）に
合わせた踊りと伊岐佐和太鼓による力強い太鼓
演奏が披露され、会場は大いに盛り上がりまし
た。
　来場者が楽しみに
していたお楽しみ抽
せん会では、くじの
番号が呼びあげられ
るたびに会場からは
歓声が沸いていまし
た。最後は約500発
の花火が厳木の夜空
を彩り、来場者は夏
のひと時を楽しんで
いました。（８月16日）

　「第１回肥前わんぱく塾」が開催され、小学校４～６年生
11人が参加しました。
　バスで福岡市のパピオアイスアリーナに向かい、館内の
説明を受けた後、着替えて早速スケート体験を行いました。
スケートをするのは初めての子どもが多く、最初は手すり
につかまり、インストラクターの指示に従って恐る恐る滑っ
ていましたが、慣れてくると手すりを使わず積極的に前に
進んでいました。

　約２時間半スケートを楽しんだ後、福岡市科学館に向かい、
展示物の鑑賞や科学実験を行うなど思い思いに館内を巡りま
した。
　１日でスポーツ体験と科学の勉強の両方を体験できて、と
ても有意義な夏休みのひと時を過ごせました。� ( ８月７日)
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まちかどのSCENE



　
8
月
31
日
と
9
月
1
日
の
両
日
、グ
ラ
ベ
ル
マ
イ

ン
ド
ラ
リ
ー
２
０
１
９
in
唐
津
と
Ｔ
Ｇ
Ｒ（
ト
ヨ
タ�

ガ
ズ
ー�

レ
ー
シ
ン
グ
）ラ
リ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

２
０
１
９
Ｃ
ｕ
ｐ
in
唐
津
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

9
月
1
日
は
、雨
天
に
も
か
か
わ
ら
ず
、メ
イ
ン

会
場
の
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
か
ら
つ
駐
車
場
周
辺
を
中

心
に
車
の
展
示
、子
ど
も
た
ち
の
ゴ
ー
カ
ー
ト
体

験
乗
車
な
ど
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。他

県
か
ら
も
多
く
足
を
運
ば
れ
、来
場
者
数
は
約
６
，

２
０
０
人
で
し
た
。会
場
入
り
口
で
は
8
月
27
日
か

ら
の
佐
賀
豪
雨
被
害
の
募
金
箱
も
設
置
さ
れ
、義
援

金
が
集
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
グ
ラ
ベ
ル
マ
イ
ン
ド
ラ
リ
ー
に
は
31
台
、Ｔ
Ｇ
Ｒ
ラ
リ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
は
27

台
の
ラ
リ
ー
カ
ー
が
エ
ン
ト
リ
ー
。小
雨
の
中
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
ブ
ー
ス
に
は
、ラ
リ
ー
大
会
を
毎
回
支
え
て
い
る
唐
津
ラ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
大
会
実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
元
気
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た

「
は
た
ら
く
く
る
ま
大
集
合
」
の
ブ
ー
ス
に
は
、日
々
唐
津
市
民
の
生
命・身
体・財

産
を
保
護
す
る
た
め
の
業
務
に
従
事
し
て
い
る
唐
津
市
消
防
本
部
の
皆
さ
ん
が
、

消
防
車・
救
急
車
両
を
前
に
元
気
に
広
報
、Ｐ
Ｒ
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。自
衛

隊
、県
警
察
車
両
の
前
に
も
多
く
の
家
族
連
れ
が
集
ま
り
大
盛
況
で
し
た
。

　

ラ
リ
ー
大
会
は
、関
係
機
関
と
人
び
と
の
協
力
、連

携
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。天
候
、自
然
の
猛

威
と
の
闘
い
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。コ
ー
ス
と
な

る
道
路
の
パ
ト
ロ
ー
ル
、整
備
な
ど
、多
く
の
ス
タ
ッ

フ
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
え
に
よ
り
大
会
は
成
功
し

ま
し
た
。

　
唐
津
か
ら
元
気
な
パ
ワ
ー
を
風
に
乗
せ
て
、次
の
ラ

リ
ー
大
会
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。（
取
材
地
：

唐
津
市
原
、ボ
ー
ト
レ
ー
ス
か
ら
つ
駐
車
場
一
帯
な

ど
）

グ
ラ
ベ
ル
マ
イ
ン
ド
ラ
リ
ー
＆
Ｔ
Ｇ
Ｒ
ラ
リ
ー
チ
ャ
レ
ン
ジ

～
唐
津
か
ら
元
気
な
パ
ワ
ー
を
風
に
乗
せ
て
～

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
　
坂
田
あ
や
子

鎮西
締めくくりは迫力の2尺玉！
｢第38回 鎮西町夏まつり・波戸岬花火大会｣

呼子
呼子の夏の風物詩
｢水光呼子港まつり・花火大会｣

　波戸岬海浜公園で第38
回�鎮西町夏まつり・波戸
岬花火大会が開催されまし
た。
　会場では一日限りの海辺
のカフェが出店され、さざ
えのつぼ焼きやカレーなど
が振る舞われました。

　20時のカウン
トダウンを合図に
始まった花火大会
は打ち上げ数が約
2,000発にもおよ
び、締めくくりに
は大会初の２尺玉
が打ち上げられ、
夜空いっぱいに広
がる花火に大きな
歓声が上がりまし
た。�（８月24日）

　呼子の夏の風物詩である第45回�水光呼子港まつ
り・花火大会が開催されました。
　会場となった呼子港一帯では朝から手作り雑貨な
どのガレージセールや、魚

ぎょ

族
ぞく

供
く

養
よう

が行われました。

　午後５時からは夜市やス
テージショーが開かれ、市報
８月号でも紹介したよさこい
チーム ｢彩

さい

海
か

｣ が踊りを披露
するなど会場を楽しませてく
れました。
　最後を飾る花火大会では5,000
発もの打上花火や仕掛け花火、水
中花火が呼子港の海と夜空を鮮
やかに彩り、観客からは大きな
歓声と拍手があがっていました。
� （８月11日）
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票
の
写
し
、印
鑑
登
録
証
明
書
、

戸
籍
謄
本
（
抄
本
）
な
ど
を
そ
の

場
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

請
求
で
き
る
人

◆ 

必
要
な
戸
籍・
住
民
票
に
載
っ

て
い
る
人

◆
印
鑑
登
録
し
て
い
る
本
人　

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
住
民

票
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

請
求
時
に
必
要
な
も
の

◆
手
数
料

◆ 

本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
、パ
ス
ポ
ー
ト
、マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド（
顔
写
真
付
き
）、

健
康
保
険
証
、介
護
保
険
証
、

年
金
手
帳
、年
金
証
書
な
ど
）

※�

戸
籍
の
請
求
に
は
、顔
写
真
が

つ
い
て
な
い
本
人
確
認
書
類

で
あ
れ
ば
２
点
必
要

◆ 

印
鑑
登
録
証（
印
鑑
登
録
証
明

書
を
請
求
す
る
と
き
の
み
）

受
け
取
れ
る
郵
便
局

　

唐
津
鏡
郵
便
局
、山
本
郵
便

局
、佐
志
郵
便
局
、岩
屋
郵
便
局
、

納
所
郵
便
局
、星
賀
郵
便
局
、馬

渡
島
郵
便
局

取
扱
時
間

　
月
曜
日
～
金
曜
日

住
民
票・マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に「
旧
姓
の
併
記
」

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　
11
月
５
日（
火
）か
ら
、住
民
票

と
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
旧

姓（
旧
氏
）が
併
記
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
婚
姻
な

ど
で
氏
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
で

も
、住
民
票
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
と
カ
ー
ド
内
の
署
名
用
電
子
証

明
書
に
旧
氏
を
記
載
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
旧
姓
が
各
種
証
明
に
使
え

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

※�

本
人
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り

「
旧
姓
（
旧
氏
）」
を
併
記
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

申
請
す
る
に
は
旧
姓（
旧
氏
）が

記
載
さ
れ
た
戸
籍
謄
本
な
ど
が

必
要
で
す
。申
請
方
法
な
ど
が

決
ま
り
次
第
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
民
課（

☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

郵
便
局
で
証
明
書
の

受
け
取
り
が
で
き
ま
す

　
市
内
７
つ
の
郵
便
局
で
、住
民

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※�

祝
日・
12
月
29
日
～
１
月
３
日

を
除
く

問
市
民
課（

☎
７
２
︱
９
１
２
０
）

ポ
ラ
テ
ッ
ク
西
日
本
㈱

と
立
地
協
定
を
締
結
、

従
業
員
を
募
集
！

　

ポ
ラ
テ
ッ
ク
西
日
本
㈱
が
佐

賀
工
場
に
第
二
工
場
を
増
設

す
る
こ
と
に
な
り
、８
月
20
日

（
火
）、ポ
ラ
テ
ッ
ク
西
日
本
㈱
と

佐
賀
県
、唐
津
市
と
の
３
者
で
立

地
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
市
は
、各
種
補
助
金
の
交
付
な

ど
優
遇
策
を
行
う
と
と
も
に
、人

材
確
保
な
ど
を
支
援
し
ま
す
。

　
同
社
で
は
、増
産
に
対
応
す
る

た
め
、従
業
員
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

募
集
職
種　
木
材
（
出
庫
管
理
）

／
製
造
（
木
材
加
工
）
／
設
備・

機
械
保
全
／
事
務　

※
い
ず
れ
も
若
干
名

雇
用
形
態　
正
社
員

勤
務
地　
唐
津
市
佐
志
浜
町

応
募
方
法　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

紹
介
状
を
取
得
の
上
、履
歴
書・

職
務
経
歴
書・
紹
介
状
を
次
の
住

所
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い（
返
却

不
可
）。書
類
選
考
後
に
面
接
日

を
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。（
14
日

程
度
）

〒
３
４
３
―
０
８
４
５

埼
玉
県
越
谷
市
南
越
谷
１
―
21
―
１

ポ
ラ
ス
株
式
会
社�

人
事
部�

人
材

開
発
課　
八
塚
あ
て

面
接
会
場

　
１
次
面
接
：
佐
賀
工
場
を
予
定

　

２
次
面
接
：
佐
賀
工
場
ま
た

は
埼
玉
県
越
谷
市
を
予
定（
越
谷

市
の
場
合
は
公
共
交
通
機
関
の

み
交
通
費
支
給
）

求
人
問
い
合
わ
せ　
ポ
ラ
ス
㈱

【
キ
ャ
リ
ア
採
用
担
当
】

（
☎
０
４
８
―
９
８
７
―
０
０
２
２
）

問
企
業
立
地
課

（
☎
７
２
︱
９
２
０
８
）

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

188（
局
番
な
し
）と
は
？

　

お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓

口
を
案
内
し
ま
す
。

　

悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る
被
害

や
、製
品
を
使
っ
て
け
が
を
し

た
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で

困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？
１
人
で

悩
ま
ず
に
、電
話
で
つ
な
が
る
消

費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
「
188
（
い
や

や
！
）」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。専

門
の
相
談
員
が
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
支
援
し
ま
す
。

問
唐
津
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
３
︱
０
９
９
９
）

募集

▲ポラテック西日本㈱
　佐賀工場の外観

▲イメージキャラクター「イヤヤン」

大切なのは、
すぐに相談することです！

『泣き寝入りは超いやや
（188）！』で覚えてね。
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が
必
要
で
す
。申
請
時
は
印
鑑

（
シ
ャ
チ
ハ
タ
以
外
）、本
人
確

認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
を

持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

問
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
︱
５
１
６
１
）

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
を
実
施
し
ま
す

　
予
防
接
種
は
、

発
病
防
止
や
重
症
化
防
止
に
有

効
で
す
。イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流

行
す
る
前
に
予
防
接
種
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

対
象
者

◆ 

市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
65

歳
以
上
の
人

◆ 
市
内
に
住
民
登
録
の
あ
る
60

歳
以
上
65
歳
未
満
の
人
で
、心

臓
、腎
臓
、呼
吸
器
の
機
能
に

自
己
の
身
辺
の
日
常
生
活
が

極
度
に
制
限
さ
れ
る
程
度
の

障
が
い
が
あ
る
人
、ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫

機
能
に
日
常
生
活
が
ほ
と
ん

ど
不
可
能
な
程
度
の
障
が
い

が
あ
る
人

接
種
期
間　
10
月
１
日（
火
）
～

12
月
31
日（
火
）

① 「
か
か
り
つ
け
薬
局
」
を
決
め

て
お
き
ま
し
ょ
う

　

あ
な
た
の
薬
を
一
つ
の
薬
局

が
管
理
す
る
こ
と
で
、複
数
の
病

院
か
ら
同
じ
薬
が
出
さ
れ
る
こ

と
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、飲
み
合

わ
せ
の
チ
ェ
ッ
ク
も
で
き
ま
す
。

② 

な
ん
で
も
相
談
で
き
る「
か
か

り
つ
け
薬
剤
師
」
を
探
し
ま

し
ょ
う

　
病
院
か
ら
の
薬
だ
け
で
な
く
、

市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
、

健
康
に
関
す
る
こ
と
を
何
で
も

気
軽
に
相
談
で
き
る
薬
剤
師
を

探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

③ 「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師・薬
局
」

を
活
用
し
ま
し
ょ
う

　

あ
な
た
の
薬
の
記
録
を
長
期

保
存
し
、健
康
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
薬
を
安
全・
安
心
に
使
用
で
き

る
よ
う
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
ま
す
。ま
た
、在
宅
で
療
養
中

の
人
に
も
、自
宅
な
ど
を
訪
ね

て
、薬
に
関
す
る
サ
ポ
ー
ト
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

問（
一
社
）佐
賀
県
薬
剤
師
会

　
（
☎
０
９
５
２
︱
２
３
︱
８
９
３
１
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
は

問
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

　
（
☎
０
９
５
２
︱
６
４
︱
８
４
７
６
）

ポ
ン
券
を
送
付
し
ま
す
の
で
、

唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。今
年
度
送

付
す
る
ク
ー
ポ
ン
券
の
有
効
期

限
は
令
和
２
年
３
月
31
日（
火
）

ま
で
で
す
。

② 「
風
し
ん
抗
体
検
査・予
防
接
種

費
用
全
額
助
成
」の
お
知
ら
せ

　
佐
賀
県
で
は
、先
天
性
風
し
ん

症
候
群
が
発
生
す
る
の
を
予
防

す
る
た
め
に
、風
し
ん
の
抗
体
検

査・
予
防
接
種
費
用
を
助
成
し
て

い
ま
す
。

対
象
者

◆ 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
女
性

で
妊
娠
を
希
望
す
る
人

◆ 

県
内
に
住
所
を
有
す
る
風
し

ん
抗
体
価
が
低
い
妊
婦
の
同

居
者

接
種
期
間　
令
和
２
年
３
月
31

日（
火
）ま
で

料
金　
無
料

接
種
回
数
と
接
種
方
法

　

助
成
回
数
は
１
人
１
回
ま
で

で
、県
内
の
指
定
医
療
機
関
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

申
込
方
法

　

抗
体
検
査・
予
防
接
種
を
希

望
す
る
人
は
、唐
津
市
保
健
セ

ン
タ
ー
の
窓
口
で
事
前
に
申
請

風
し
ん
の
予
防
接
種
を

受
け
ま
し
ょ
う

①「
風
し
ん
第
５
期

　
定
期
予
防
接
種
」

　
の
お
知
ら
せ

　
全
国
的
に
風
し
ん
患
者
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、公
的
に
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
男
性
を
対
象
に
、令
和
４

年
３
月
31
日
ま
で
の
３
年
間
定
期

予
防
接
種
を
実
施
し
ま
す
。

対
象
者　
昭
和
37
年
４
月
２
日

～
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ

の
男
性

料
金　
無
料

接
種
回
数
と
接
種
方
法

　
抗
体
検
査・
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
る
回
数
は
１
人
１
回
ま
で

で
、全
国
の
登
録
医
療
機
関
な
ど

で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

抗
体
検
査・
予
防
接
種
を
受
け

る
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
で

す
。昭
和
47
年
４
月
２
日
～
昭

和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男

性
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し

て
い
ま
す
。昭
和
37
年
４
月
２

日
～
昭
和
47
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
男
性
で
抗
体
検
査・
予
防

接
種
を
希
望
す
る
人
に
は
ク
ー

※�

病
院
に
よ
っ
て
診
療
日
が
異

な
り
ま
す
の
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

自
己
負
担
額　
１
，４
０
０
円

※�

生
活
保
護
世
帯
は
無
料
で
す
。

生
活
保
護
受
給
証
明
書
を
病

院
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

接
種
回
数
と
接
種
方
法

　

接
種
回
数
は
１
人
１
回
ま
で

で
、市
が
指
定
し
た
県
内
の
病
院

な
ど
で
接
種
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

申
込
方
法

　

希
望
す
る
病
院
に
直
接
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

接
種
の
と
き
は
、健
康
保
険
証

や
障
が
い
者
手
帳
な
ど
生
年

月
日
が
分
か
る
も
の
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

問
唐
津
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
５
︱
５
１
６
１
）

気
軽
に
相
談
で
き
る
あ
な
た

の「
か
か
り
つ
け
薬
剤
師・薬

局
」を
も
ち
ま
せ
ん
か
？

　
か
か
り
つ
け
の

薬
剤
師・
薬
局
を

も
つ
こ
と
で
、さ

ま
ざ
ま
な
良
い
点
が
あ
り
ま
す
。
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課
題
や
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
直
接
お
聞

き
し
、市
民
セ

ン
タ
ー
の
運
営

に
生
か
し
て
い
く
た
め
、ふ
れ
あ

い
市
長
室
を
実
施
し
ま
す
。

◆
第
３
回 

ふ
れ
あ
い
市
長
室

　
と
き　
10
月
15
日（
火
）

　
と
こ
ろ　
相
知
市
民
セ
ン
タ
ー

◆
第
４
回 

ふ
れ
あ
い
市
長
室

　
と
き　
10
月
30
日（
水
）

　
と
こ
ろ　
北
波
多
市
民
セ
ン
タ
ー

時
間　
ど
ち
ら
の
会
場
も
午
後

２
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

申
し
込
み　
個
人
面
談
は
、当
日

の
午
前
９
時
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

※�

希
望
者
が
多
い
と
き
は
調
整

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

内
容　
市
民
と
の
個
人
面
談
の

ほ
か
、自
治
会
、市
民
活
動
グ

ル
ー
プ
な
ど
の
懇
談
を
実
施
し

ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問 

相
知
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務・福

祉
課 

（
☎
５
３
︱
７
１
２
０
）

　

 

北
波
多
市
民
セ
ン
タ
ー
総
務・

福
祉
課（

☎
５
３
︱
７
１
３
０
）

　

 

ま
た
は
市
長
公
室

（
☎
７
２
︱
９
１
１
５
）

※
３
歳
児
の
募
集
は
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法

　

幼
稚
園
に
準
備
し
て
い
る
願

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、住
民

票
と
一
緒
に
幼
稚
園
に
直
接
お

持
ち
く
だ
さ
い
。郵
送
で
は
受
け

付
け
で
き
ま
せ
ん
。幼
稚
園
見
学

は
で
き
ま
す
。

願
書
受
付
期
間（
土・日・祝
日
除
く
）

　
11
月
１
日（
金
）
～
11
月
15
日

（
金
）　

午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分

※�

定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
せ

ん
。定
員
に
満
た
な
い
場
合

は
、受
け
付
け
終
了
後
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

幼
稚
園
説
明
会

　

10
月
28
日(

月)

の
園
内
開
放

「
白
く
ま
ち
ゃ
ん
」の
終
了
後
、午

前
11
時
か
ら
幼
稚
園
説
明
会
を

し
ま
す
。

問
唐
津
幼
稚
園

（
☎
７
２
︱
３
４
３
８
）

唐
津
市
中
学
校

子
育
て
サ
ロ
ン

　

中
学
校
内
に
設
置

し
た
子
育
て
サ
ロ
ン
で
、中
学
生

と
地
域
の
乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
が
触
れ
合
い
ま
す
。こ
の
サ
ロ

①
奨
学
金
貸
付
申
請
書

②�

推
薦
書（
高
等
学
校
長
証
明
の

調
査
書
で
代
用
可
）

③�

本
人
と
保
護
者
の
世
帯
全
員

の
住
民
票
の
写
し（
続
柄
は
表

記
、本
籍
の
表
記
は
不
要
）

④�

本
人
と
保
護
者
の
世
帯
全
員

の
所
得
証
明
書

※�

①
②
の
書
類
は
、学
校
支
援
課

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー
産

業・
教
育
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

　

�

高
等
学
校
長
証
明
の
調
査
書

は
各
学
校
で
受
け
取
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
学
校
支
援
課

（
☎
５
３
︱
７
１
３
８
）

　

ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

　

産
業・教
育
課

令
和
２
年
度 

唐
津

幼
稚
園
の
園
児
募
集

募
集
人
数

◆ 

４
歳
児(

平
成
27
年
４
月
２
日

～
平
成
28
年
４
月
１
日
生
ま

れ)

：
56
人

◆ 

５
歳
児(

平
成
26
年
４
月
２
日

～
平
成
27
年
４
月
１
日
生
ま

れ)

：
58
人

唐
津
市
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

対
象
者・応
募
資
格

　

推
薦
入
試
や
Ａ
Ｏ
入
試
な
ど

で
令
和
２
年
度
に
大
学・
短
大・

専
修
学
校
専
門
課
程
に
入
学
す

る
人
で
、次
の
①
～
③
す
べ
て
に

該
当
す
る
人

①�

本
人
か
保
護
者
の
住
民
登
録

が
市
内
に
あ
る
人

②
学
業
、人
物
と
も
優
秀
な
人

③�

経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
困

難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
人

（
日
本
学
生
支
援
機
構
の
基
準

を
参
考
）

貸
与
額

　
60
万
円
（
無
利
子・
入
学
決
定

時
１
回
限
り
）

定
員　
10
人
以
内

申
込
期
間　
10
月
１
日（
火
）
～

10
月
31
日（
木
）

返
還
方
法　
卒
業
し
て
１
年
後

か
ら
月
額
１
万
円�

※�

奨
学
金
の
借
り
受
け
に
は
、連

帯
保
証
人（
保
護
者
以
外
の
25

歳
以
上
の
人
で
原
則
市
内
に

住
所
を
有
し
て
お
り
、自
分
の

収
入
で
生
活
し
て
い
る
人
）が

１
人
必
要
で
す
。

申
請
時
に
提
出
す
る
書
類

ン
で
は
、中
学
生
が
命
の
大
切

さ
、家
族
、地
域
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
を
感
じ
ま
す
。

　
乳
幼
児
の
親
子
の
皆
さ
ん
、ぜ

ひ
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

開
催
場
所・日
程

◆
高
峰
中
学
校

　
10
月
２
日（
水
）

　
10
時
30
分
～
12
時
20
分

◆
湊
中
学
校

　
10
月
３
日（
木
）

　
10
時
30
分
～
12
時
20
分

◆
北
波
多
中
学
校

　
10
月
７
日（
月
）

　
10
時
30
分
～
12
時
10
分

◆
佐
志
中
学
校

　
10
月
８
日（
火
）、10
月
９
日（
水
）

　
10
時
40
分
～
12
時
20
分

◆
肥
前
中
学
校

　
10
月
11
日（
金
）、10
月
15
日（
火
）

　
10
時
30
分
～
12
時
20
分

※�

10
分
前
に
は
集
合
し
て
く
だ

さ
い
。

問 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
唐
津
市
子
育
て

支
援
情
報
セ
ン
タ
ー

(

☎
７
２
︱
２
２
８
８)

市
民
セ
ン
タ
ー
で「
ふ
れ
あ

い
市
長
室
」を
実
施
し
ま
す

　

市
長
が
地
域
の
さ
ま
ざ
ま
な
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行
料
（
全
線
）
が
570
円
か
ら
580
円

に
変
更
に
な
り
ま
す
。

　
な
お
、９
月
30
日
ま
で
に
購
入

さ
れ
た
回
数
券
は
10
月
１
日
以

降
も
利
用
で
き
ま
す
。

問
佐
賀
県
道
路
公
社

　
（
☎
０
９
５
２
︱
２
０
︱
２
０
４
０
）

自
宅
に
該
当
製
品
が

な
い
か
確
認
し
て

く
だ
さ
い

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会

社
お
よ
び
エ
ア・
ウ
ォ
ー
タ
ー・

ゾ
ル
株
式
会
社
の
製
造
し
た
エ

ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
を
自

主
回
収
し
て
い
ま
す
。

　

ヤ
マ
ト
プ
ロ
テ
ッ
ク
株
式
会

社
の
エ
ア
ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火

具
の
一
部
に
、製
造
工
程
上
の
不

具
合
を
原
因
と
す
る
内
部
腐
食

の
進
行
に
よ
り
、大
き
な
音
を
と

も
な
う
破
裂
事
故
な
ど
が
発
生

し
ま
し
た
。ま
た
エ
ア・
ウ
ォ
ー

タ
ー・
ゾ
ル
株
式
会
社
の
エ
ア

ゾ
ー
ル
式
簡
易
消
火
具
の
一
部

に
も
、保
管
中
に
液
剤
が
漏
出
し

て
し
ま
う
不
具
合
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
予
防
課（

☎
７
２
︱
４
１
４
９
）

ハ
ロ
ウ
ィ
ン

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ・

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ジ
ャ
ン

ボ
ミ
ニ
の
購
入
は

唐
津
市
内
、佐
賀
県
内
で
！

　

新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
の
収

益
金
は
、販
売
実
績
や
人
口
、市

町
村
数
に
応
じ
て
各
都
道
府
県

に
配
分
さ
れ
た
あ
と
、佐
賀
県
内

各
市
町
に
交
付
さ
れ
、環
境
対
策

や
高
齢
化
対
策
事
業
な
ど
の
財

源
と
し
て
、地
域
住
民
の
身
近
な

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

発
売
期
間　
９
月
24
日（
火
）
～

10
月
18
日（
金
）

問
財
政
課（

☎
７
２
︱
９
１
６
０
）

　

鉛
製
給
水
管
が
使
用
さ
れ
て

い
て
も
、毎
日
水
道
を
使
っ
て
い

れ
ば
鉛
の
濃
度
は
国
の
水
質
基

準
を
上
回
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、安
心
し
て
水
道
を
使
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、旅
行
な
ど
で
長
期
間

家
を
留
守
に
す
る
と
き
な
ど
は
、

給
水
管
内
に
水
道
水
が
滞
留
す

る
た
め
、鉛
の
濃
度
が
一
時
的
に

高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ

の
よ
う
な
時
は
、最
初
に
バ
ケ
ツ

１
杯
程
度
を
飲
み
水
以
外（
ト
イ

レ
、散
水
な
ど
）
に
使
っ
た
後
に

水
道
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
唐
津
市
水
道
局
管
路
サ
ー
ビ
ス

(

☎
７
２
︱
９
１
４
８)

唐
津
市
水
道
事
業
指
定
給
水

装
置
工
事
事
業
者
の
廃
止

有
限
会
社
日
設
サ
ー
ビ
ス（
相
知

町
中
山
）

問
水
道
工
務
課

（
☎
５
３
︱
７
１
５
８
）

厳
木
多
久
有
料
道
路

の
一
部
値
上
げ

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
っ

て
、10
月
１
日
か
ら
特
大
車
の
通

を
受
け
る
よ
う
法
律
で
定
め

ら
れ
て
い
ま
す

問
下
水
道
管
理
課

（
☎
７
２
︱
９
１
４
５
）

鉛
製
給
水
管
の

取
り
替
え
を

行
っ
て
い
ま
す

　

鉛
製
給
水
管
は
平
成
７
年
頃

ま
で
、給
水
管
の
一
部
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

水
道
局
で
は
鉛
製
給
水
管
の

解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行

い
、鉛
製
給
水
管
は
お
お
む
ね
解

消
さ
れ
ま
し
た
が
、水
道
メ
ー

タ
ー
の
前
ま
た
は
後
ろ
の
約
30

セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
に
使
用
さ
れ

て
い
る
な
ど
、わ
ず
か
に
残
存
し

て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
鉛
製
給
水
管
の
調
査

を
継
続
し
発
見
時
に
は
、承
諾
を

い
た
だ
い
た
う
え
で「
水
道
局
の

負
担
」
で
取
り
替
え
を
行
い
ま

す
。詳
し
く
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、取

り
替
え
る
条
件
な
ど
は
、唐
津
市

水
道
局
管
路
サ
ー
ビ
ス
ま
で
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
質
は
大
丈
夫
？

10
月
１
日
は

「
浄
化
槽
の
日
」

　
こ
の
機
会
に
、浄
化
槽
を
設
置

し
ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
ま
せ
ん

か
？

市
で
は
次
の
浄
化
槽
整
備
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す

①�

市
が
戸
別
に
浄
化
槽
を
設
置

し
維
持
管
理
を
行
う
事
業

②�

浄
化
槽
の
設
置
者
に
費
用
の

一
部
を
補
助
す
る
事
業

※�

お
住
ま
い
の
地
区
が
事
業
区

域
に
当
て
は
ま
る
場
合
に
限

り
ま
す
。ま
た
、個
人
が
お
持

ち
の
浄
化
槽
を
市
に
寄
付
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浄
化
槽
の
正
し
い
管
理
を

◆ 

台
所
か
ら
野
菜
く
ず
や
天
ぷ

ら
油
を
流
さ
な
い

◆ 

浄
化
槽
の
ブ
ロ
ア
ー
の
電
源

を
切
ら
な
い

◆ 

保
守
点
検
や
清
掃
が
で
き
る
よ

う
に
マ
ン
ホ
ー
ル
や
ブ
ロ
ア
ー

の
近
く
に
物
を
置
か
な
い

◆ 

浄
化
槽
を
個
人
で
お
持
ち
の
人

は
、水
質
を
保
つ
た
め
適
正
な

維
持
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

◆ 

保
守
点
検・
清
掃
を
定
期
的
に

行
い
、年
に
１
度
は
法
定
検
査

▲�破裂したエアゾール
式消火具

市報からつ　令和元年10月号11

市
か
ら
の
お
知
ら
せ



　
10
月
15
日（
火
）～
11
月
15
日（
金
）

※�

土
日・
祝
日
は
受
け
付
け
で
き

ま
せ
ん
。

問
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
７
２
︱
９
１
６
９
）

(

FAX
７
４
︱
５
６
２
８
）

多
文
化
共
生
の
理
解

を
深
め
る
企
業
向
け

の
講
座
を
開
催
し
ま
す

　

文
化
や
生
活
環

境
の
違
い
に
よ
る

外
国
人
と
の
ト
ラ

ブ
ル
に
お
困
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

講
師��

一
般
財
団
法
人
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
研
究
所

代
表
理
事　
田
村　
太
郎
さ
ん

と
き　
10
月
11
日（
金
）

午
前
10
時
か
ら
12
時
ま
で

と
こ
ろ　

唐
津
市
南
城
内　

大

手
口
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
３
階
市
民

交
流
プ
ラ
ザ
会
議
室

料
金　
無
料

対
象　
外
国
人
労
働
者
の
雇
用

に
関
わ
る
企
業
な
ど

※
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

問
国
際
交
流・地
域
づ
く
り
課

（
☎
５
３
︱
７
１
０
２
）

◆ 

市
内
に
活
動
拠
点
を
置
き
、唐

津
市
主
催
の
「
市
民
文
化
祭
」

参
加
団
体
の
登
録
を
行
っ
て

い
る
美
術
団
体（
絵
画・書・工

芸・写
真
な
ど
）

◆ 

過
去
に
市
内
で
の
展
示・
発
表

な
ど
５
年
以
上
の
活
動
実
績

が
あ
る
美
術
団
体

※�

個
人
、営
利
目
的
の
団
体
、宗

教
ま
た
は
政
治
活
動
目
的
の

団
体
、主
宰
者
な
ど
個
人
名
を

冠
し
た
展
覧
会
は
除
き
ま
す
。

会
場

　
近
代
図
書
館
美
術
ホ
ー
ル
、４

階
会
議
室・ロ
ビ
ー
ほ
か

申
込
方
法

　
所
定
の
様
式
に
会
の
規
約・
約

款
な
ど
団
体
の
資
料
を
添
え
て
、

直
接
近
代
図
書
館
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、近
代
図
書
館
に
問

い
合
わ
せ
る
か
実
施
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※�

実
行
委
員
会
の
審
査
が
あ
り

ま
す
。

※�

実
施
要
領
は
近
代
図
書
館
３

階
事
務
室
で
配
付
し
て
い
ま

す
。ま
た
、近
代
図
書
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。

申
込
期
限　
11
月
29
日（
金
）

問
近
代
図
書
館

（
☎
７
２
︱
３
４
６
７
）

主
な
ど
）

届
け
出
の
時
期

　
契
約
締
結
後
２
週
間
以
内

届
け
出
先

　

取
り
引
き
し
た
土
地
が
あ
る

市
町
村
役
場

　

そ
の
ほ
か
詳
し
く
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
都
市
計
画
課

（
☎
７
２
︱
９
１
３
６
）

Ｋキ

ン

ト

ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
市
民

美
術
祭
の
新
規

登
録
団
体
を
募
集

　
令
和
２
年
度「
Ｋ
ｉ
ｎ
ｔ
ｏ
市

民
美
術
祭
」（
５
月
～
７
月
開
催

予
定
）の
新
規
登
録
団
体
を
募
集

し
ま
す
。

参
加
申
込
資
格

　
次
の
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
団
体

10
月
は
土
地
月
間

大
規
模
な
土
地
取
引

に
は
届
け
出
が
必
要
で
す

　
一
定
面
積
以
上
（
左
表
）
の
土

地
を
取
り
引
き
し
た
場
合
は
、契

約
締
結
後
２
週
間
以
内
に
、買
い

主
が
土
地
の
利
用
目
的
な
ど
を

届
け
出
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
期
限
内
に
届
け
出
を
し
な
か
っ

た
り
、偽
り
の
届
け
出
を
し
た
り

す
る
と
、６
か
月
以
下
の
懲
役
ま

た
は
100
万
円
以
下
の
罰
金
が
処
せ

ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
け
出
義
務
者

　
売
買
な
ど
の
取
り
引
き
で
、土

地
の
権
利
を
取
得
し
た
人（
買
い

12
月
３
日
か
ら

９
日
ま
で
は「
障
害

者
週
間
」で
す

　
「
障
害
者
週
間
」

に
あ
わ
せ
、障
が

い
や
障
が
い
が
あ

る
人
に
関
す
る
市
民
の
理
解
を

深
め
、障
が
い
が
あ
る
人
の
社
会

参
加
へ
の
意
欲
を
高
め
る
た
め
、

障
が
い
者
作
品
展
を
開
催
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

障
が
い
者
作
品
展

◆
と
き

　
12
月
２
日（
月
）
～
６
日（
金
）

◆
と
こ
ろ

　
障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　
「
り
ん
く
」

障
が
い
者
作
品
展
の
出
展
者
を

募
集
し
ま
す

◆
募
集
作
品

　
絵
画
や
写
真
、書
、陶
芸
、工
芸

作
品
な
ど

※�

展
示
で
き
る
よ
う
に
装
丁
さ

れ
た
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
対
象
者

　

�

市
内
に
住
む
障
が
い
者
手
帳

を
持
っ
て
い
る
人

◆
申
込
方
法

　
�

障
が
い
者
支
援
セ
ン
タ
ー
に
作

品
を
持
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
期
間

取り引きした土地の所在 届け出が必要に
なる取引面積

都市計画区域内
　・市街化区域
　（※市内にはありません）
　・上記以外の区域

2,000㎡以上

5,000㎡以上

都市計画区域外の区域 10,000㎡以上

▲今年のKinto市民美術祭

12市報からつ　令和元年10月号

市
か
ら
の
お
知
ら
せ



ば
、市
外
に
住
ん
で
い
る
人
も
推

薦・応
募
で
き
ま
す
。

×
応
募
で
き
な
い
人

①
唐
津
市
職
員

②
破
産
手
続
開
始
の
決
定
を
受
け

て
復
権
を
得
な
い
人

③�

禁
固
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
え
て
な
い
人
、

ま
た
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が

な
く
な
る
ま
で
の
人

④�

唐
津
市
暴
力
団
排
除
条
例
に
規

定
す
る
暴
力
団
な
ど

任
期　
令
和
2
年
4
月
11
日(

推

進
委
員
は
こ
の
日
以
降
に
委
嘱
さ

れ
た
日)

か
ら
令
和
5
年
４
月
10

日
ま
で

報
酬　
市
が
規
定
す
る
報
酬
額
を

支
給
し
ま
す
。

応
募
方
法

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
農
業
委
員

会
事
務
局
、各
市
民
セ
ン
タ
ー
分

室
に
準
備
し
て
い
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、郵
送
か
窓

口
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

推
薦
を
受
け
た
人
と
応
募
し
た

人
に
つ
い
て
は
、選
考
を
行
い

ま
す
。

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
〒
８
４
７-

０
０
１
３

　
　
　
　
南
城
内
１
番
１
号

　
　
　
　

(

☎
７
２
︱
９
１
６
５
）

唐
津
市
農
業
委
員
会
の

委
員
と
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
を
募
集

推
薦・募
集
期
間

　
10
月
１
日（
火
）

～
31
日（
木
）

定
数
、要
件
、推
薦
と
募
集
の
方
法

◆
農
業
委
員

定
数　
19
人

要
件

　

農
業
に
つ
い
て
の
識
見
が
あ

り
、農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化

の
推
進
に
関
す
る
事
項
や
、そ
の

他
担
当
す
る
職
務
を
適
切
に
行
う

こ
と
が
で
き
る
人

活
動
内
容

　
農
地
の
権
利
移
動
の
許
可
、農

地
利
用
集
積
計
画
の
決
定
、農
地

転
用
許
可
に
あ
た
っ
て
、具
申
す

べ
き
意
見
の
決
定
な
ど
を
委
員
会

に
出
席
し
審
議
し
た
り
、農
地
利

用
の
最
適
化
を
推
進
す
る
た
め
、

市
な
ど
の
行
政
機
関
に
対
し
農
業

施
策
の
改
善
に
関
す
る
意
見
の
提

出
を
行
い
ま
す
。

推
薦
と
募
集
の
方
法

①
農
業
者
な
ど
か
ら
の
推
薦

②
一
般
応
募

　
地
域
農
業
を
リ
ー
ド
で
き
る
次

の
よ
う
な
人
の
積
極
的
な
応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。

■
認
定
農
業
者　
■
女
性
農
業
者

■
青
年
農
業
者　

■�

農
業
に
従
事
し
て
い
な
く
て
も

公
平・
公
正
な
意
見
を
述
べ
る

こ
と
が
で
き
る
人

◆
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

定
数　
34
人

要
件

　
農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
に
熱
意
と
識
見
の
あ
る
人

活
動
内
容

　

担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集

積・集
約
化
、遊
休
農
地
（
荒
廃
農

地
）
の
発
生
防
止・
解
消
な
ど
の

「
地
域
に
お
け
る
現
場
活
動
」を
行

う
こ
と
を
主
体
と
し
て
、必
要
に

応
じ
委
員
会
へ
出
席
し
、農
地
の

利
用
促
進
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を

述
べ
ま
す
。

推
薦
と
募
集
の
方
法

①
農
業
委
員
会
が
定
め
た
区
域
の

農
業
者
な
ど
か
ら
の
推
薦

②
一
般
応
募

　
募
集
区
域
は
下
表
の
と
お
り

※�

各
区
域
に
1
人
ず
つ
委
嘱
し
ま

す
。

資
格

○
応
募
で
き
る
人

　
唐
津
市
（
推
進
委
員
は
農
業
委

員
会
が
定
め
た
区
域
）
に
住
民
票

が
あ
る
人
を
基
本
と
し
ま
す
が
、

業
務
の
遂
行
に
支
障
が
な
け
れ

農地利用最適化推進委員の募集区域（各区域に１人）
旧唐津（8地区）

半
田・鏡・松
南
町

宇
木・原・柏
崎

和
多
田・養
母
田・養
母
田
鬼

塚・千
々
賀・山
田・畑
島

久
里・双
水・夕
日・中
原・山

本・石
志・橋
本

見
借・
二
タ
子・
西
唐
津・
菜

畑・町
田・神
田・高
島・東
唐

津・
そ
の
他
の
記
載
の
な
い

旧
唐
津
地
区

相
賀・湊
町・屋
形
石・横
野・

中
里・神
集
島

佐
志・浦・枝
去
木・鳩
川・八

幡
町・桜
町・橋
本
町・唐
房・

中
瀬
通

竹
木
場・
唐
川・
菅
牟
田・
重

河
内・熊
ノ
峯・東
山・大
良・

後
川
内・梨
川
内

浜玉（4地区）
平
原（
座
主・戸
房・古
瀬・

中
原・草
場・今
坂
）・鳥
巣

谷
口・
岡
口・
南
山
上・
南
山

下・平
原｛
柳
瀬（
大
谷・灰
久

保・柳
瀬・裏
田
）｝・五
反
田

東
山
田
（
野
田
）・
山
瀬・
横

田
上

浜
崎・横
田
下・大
江・渕
上

厳木(2地区)
天
川・星
領・広
川・鳥
越・平

之・広
瀬・浦
川
内

中
島・
牧
瀬・
瀬
戸
木
場・
厳

木・浪
瀬・岩
屋・本
山・う
つ

ぼ
木

相知(4地区)
伊
岐
佐・黒
岩・大
野・千
束

楠・町
切・長
部
田・鷹
取・横

枕・田
頭・湯
屋

平
山
下・平
山
上・相
知

中
山・山
崎・久
保・牟
田
部・

佐
里

北波多(2地区)
大
杉・
岸
山・
芳
谷・
稗
田・
志

気・行
合
野

徳
須
恵・
田
中・
竹
有・
山
彦・

下
平
野・上
平
野・成
渕

肥前(4地区)
寺
浦・新
木
場・上
ヶ
倉・田
野・

新
田・高
串・阿
漕・瓜
ヶ
坂

駄
竹・納
所
西・納
所
東・京
泊

入
野
東・
入
野
西・
晴
気・
犬

頭・
星
賀・
向
島・
鶴
牧・
菖
津・

大
鶴・梅
崎

切
木・
赤
坂・
湯
野
浦・
杉
野

浦・
中
浦・
大
浦
岡・
大
浦
浜・

満
越・
八
折
栄・
万
賀
里
川・
仁

田
野
尾・牧
野
地

鎮西(5地区)
鬼
木・
野
元・
串・
元
組・
茜
屋

町・
畑
ヶ
中・
浦
方・
古
里・
殿

山中
町・
先
方・
海
士
町・
沙
子・

麦
原・
先
部・
波
戸・
加
唐
島・

松
島・馬
渡
島

打
上・菖
蒲・早
田

横
竹・
塩
鶴・
中
野・
辻・
赤
木・

丸
田

高
野・
岩
野・
八
床・
加
倉・
石

室
呼子(3地区)

加
部
島

殿
ノ
浦・呼
子

小
友・大
友・小
川
島

七山(2地区)
大
白
木・
狩
川・
樽
門・
藤
川・

野
井
原・林
ノ
上・馬
川・荒
川

池
原・
東
木
浦・
西
木
浦・
仁

部・柳
瀬・滝
川
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　８月24日(土)に東京
都秋葉原で開催された
「第５回全国ふるさと
甲子園」に、ゾンビラン
ドサガの舞台である佐
賀県・唐津市・嬉野市が
連携し、２ブース出場
しました。
◆全国ふるさと甲子園ってなに？
　全国ふるさと甲子園は、映画・ドラマ・ア
ニメなどの撮影や舞台となった地域が、ロ
ケ地やご当地グルメ、物産をテーマに地域
の魅力をアピールするイベントです。
　順位は、ご当地グルメやロケ地アピール

などを元に一般の来場者の投票と産官学の有識
者の審査により決定されます。
◆第５回 全国ふるさと甲子園の結果は？
　今回のゾンビランドサガを活用した取り組み
が評価されるとともに、昨年度までの「ユーリ!!!�
on�ICE」の取り組みを含め、継続的なコンテン
ツ活用の実績も評価され、参加した55か所の地
域の中で、唐津市が見事令和初の「行きたい
まち№１（グランプリ）」に輝きました。
　また、唐津市は会場を盛り上げた市町に
贈られる「エンタメ賞」第２位と昨年に引き
続き佐賀牛カレーで「グルメ賞（ごはん・パ
ン・麺類部門）」第２位も受賞しました。

問観光課(☎72-9127)

唐津くんち
唐津駅総合観光案内所　☎72-4963
曳山生誕200年。
節目の唐津くんちを見に行こう！

と　き　
11月２日(土)
19：30～宵

よい

曳
や ま

山
３日(日・祝)
9：30～御

お

旅
たび

所
しょ

神
しんこう

幸
４日(月・休)
10：00～翌日祭
臨時案内所
肥後堀横(市役所東側)、
東城内駐車場、御旅所(旧
大成小学校)

臨時無料駐車場
松浦河畔公園、ホテル＆リゾーツ佐賀唐津（旧唐津
ロイヤルホテル）横駐車場・前河川敷駐車場、浄水
センターグラウンド、外町小学校グラウンド、さん
て（旧唐津赤十字病院跡地）駐車場
※�開設日時など詳しくは市ホーム
ページをご覧ください。

シャトルバス運行ルート
　松浦河畔公園～唐津駅南口（２日～４日）
開催期間中は交通規制などで混雑が予想されま
す。公共交通機関をご利用ください。

【唐津警察署から自家用車の駐車に関するお願い】
唐津くんち開催中の違法駐車が増えています。近
隣住民の迷惑になりますので、車でお越しの際は、
必ず有料駐車場か無料の臨時駐車場をご利用くだ
さい。

相知くんち
(一社)唐津観光協会相知観光案内所　☎51-8312

大山笠がついに動き出す…
その瞬間を見逃すな！

と　き　
10月18日(金)�
19:00～21:00　
宵山(山

やま

笠
がさ

巡行)
19日(土)�
10:40～13:45　
羽
は

熊
ぐま

・稚
ち

児
ご

行列・山笠巡行など
16:00～18:30　山笠巡行
20日(日)�
10:00～13:10
子ども羽熊・山笠巡行
17:00～20:00　山笠巡行

相知市民センター前の約２km
※山笠が通る時間帯は交通規制を行います。

鏡くんち
鏡山

や ま

笠
か さ

保存会　☎090-4715-8324
一緒に秋のまつりを楽しもう！
と　き　
10月19日(土)
13：00～16：30
18：20～20：30(宵

よいやま

山)
10月20日(日)
12：30～17：00
※どなたでも参加できます。
ところ　鏡神社周辺
法
は っ

被
ぴ

の貸し出し　
　L・LLサイズ(500円)
　Sサイズ(300円)
※当日は交通規制を行います。

▲�唐津観光大使であ
る篠笛奏者の佐藤
和也さんも一緒に
PR

全国ふるさと甲子園で「行きたいまちNo.1」を受賞！

市 役 所 駐 車 場
で 唐 津 ま る ご
と マ ー ケ ッ ト

（特産市）開催！
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末
ま つ

盧
ろ

館
か ん

稲作発祥祭(収穫祭)
末盧館　☎73-3673

と　き　10月12日(土)　10：30～12：00
ところ　末盧館　※当日は無料開放します。
参加費　無料　　※事前申し込み不要
内　容
　古代服の貫

かん

頭
とう

衣
い

を
着て石包丁・貝包丁
を使った抜

ぬき

穂
ほ

という
方法での赤米収穫体
験や伝統芸能奉納、
もちまきなど

第33回 唐津市すこやか健康ふれあい福祉まつり
唐津市すこやか健康ふれあい福祉まつり実行委員会

(唐津市社会福祉協議会)　☎58-9616
　バザー、作品展、健康相談
など各種無料相談、「ふれあい
の湯」無料開放、スタンプラ
リー、お楽しみ抽せん会など
と　き　10月20日(日)
　　　　10:00～15:00
ところ　メイン会場：高齢者ふれあい会館「りふれ」
　　　　サテライト会場：健康サポートセンター「さんて」
　　　　臨時駐車場：「さんて」駐車場
※�メイン会場とサテライト会場間はシャトルバス
を運行します。
※詳しくはお問い合わせください。

各地区で市民体育祭を開催します
スポーツ振興課　☎72-9237
または各市民センター産業・教育課

ちょっと遊びに来
こ

んね。米
こ

んね祭
相知町民まつり実行委員会

（相知市民センター産業・教育課）☎53-7125
　相知発のアコースティックデュオ少年ピースの
常
ひ た ち

陸淳
じゅん

さん単独帰省ライブ、地元の農産物、特産品
の紹介や販売、新米の試食会や餅つき、新鮮な野菜
や果物、相知の棚田米やお菓子などが当たる大抽
せん会など
と　き　11月10日(日)
　　　　10：00～15：30
ところ　相知交流文化
　　　　センター駐車場

令和元年度 唐津市教育文化祭
学校教育課　☎72-9158

◆児童生徒理科研究発表会
と　き　
10月18日(金)�14：00～
ところ
市文化体育館２階研修室
◆英語暗唱大会
と　き　10月31日(木)�9：15～
ところ　相知交流文化センター
◆児童生徒作品展
と　き　11月９日(土)～12日(火)�9：00～17：00
ところ　唐津市民会館４階
※�各市民センター管内の学校の作品展示は、各市民
センター産業・教育課にお問い合わせください。

◆児童生徒音楽会
と　き　11月12日(火)　
　　　　第１部�13：00～　第２部�14：30～
ところ　唐津市民会館�大ホール

第２回 鳴戸杯 少年相撲大会
鳴戸部屋九州後援会事務局　☎090-8760-1620

　県内外の小中学生が参加します。
ふるまいちゃんこも予定しています
ので、多数のご観戦をお願いします。
と　き　10月27日（日）
　　　　9：00～�
ところ　唐津市浜玉相撲場
※雨天決行
※昨年と会場が異なります。

第57回 唐津市相知ロードレース大会　相知市民センター産業・教育課　☎53-7125

　相知の自然あふれる沿道を走ってみませんか。
と　き　12月１日(日)　開会式�9:20 ～
ところ　相知交流文化センター前発着
区　分　�小学１～３年生男女：ジョギング、小学４年生以上の男女・中学生

女子：２km、中学生男子：３km、高校生女子：５km
　　　　高校生男子：５km、10km、一般男女：ジョギング、５km、10km
　　　　※５kmの部には一般男子は40歳以上、一般女子は30歳以上から、
　　　　　10歳きざみで種別を設けてあります。
参加料　一般2,000円、高校生1,000円、小中学生500円
申込方法　10月21日(月)までに相知市民センター産業・教育課に申し込み

▲古代の収穫を体感（昨年） ▲ステージイベント(昨年)

▲作品展(昨年)
▲お楽しみ抽せん会（昨年）

地　区 と　き ところ
唐　津 10月13日(日) 8：30～ 唐津市陸上競技場
北波多 10月13日(日) 8：30～ 北波多中学校グラウンド
肥　前 10月13日(日) 8：30～ 肥前総合運動場

多目的広場
鎮　西 10月13日(日) 9：00～ 鎮西スポーツセンター

総合運動場
呼　子 10月13日(日) 9：00～ 呼子スポーツセンター

グラウンド
七　山 10月13日(日) 9：00～ 七山鳴神の丘運動公園

グラウンド
厳　木 10月27日(日) 9：00～ 厳木スポーツ広場

▲勢いよくスタート（昨年）

真剣勝負�(昨年)
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10月クルーズ船　唐津港寄港予定
みなと振興課　☎72-9187

①シルバー・ミューズ
と　き　10月４日（金）　入港8:00、出港18:00
ところ　唐津港妙見ふ頭（中瀬通）
②ル・ラペルーズ
と　き　10月29日（火）　入港12:30、出港19:00
ところ　唐津港東港（東大島町）
※入出港時間は変更になる可能性があります。
※詳しくは、市のホームページをご覧ください。

一中校区ふれあい教室
一中校区地域まちづくり会議　☎74-2001

　九州サイエンスラボの石
いし

橋
ばし

一
かず

樹
き

先生によるサイエ
ンスショー、○×クイズ、早押しクイズ選手権など
と　き　10月20日(日)
　　　　13：00～16:30
ところ　ふるさと会館
　　　　アルピノ
入場料　無料

10月の唐津市民文化祭
文化振興課　☎53-7129

■義太夫の会
と　き　10月13日(日)�13:00開演（12：30開場）
ところ　相知交流文化センターサライホール
入場料　500円（中学生以下無料）
■唐津華道連盟合同花展
と　き　10月19日(土)�10:00～18:00
　　　　　　�20日(日)�10:00～16:00
ところ　唐津市民会館
入場料　無料

第９回 唐津検定
唐津商工会議所　☎72-5141

テーマ　唐津のひと
と　き　11月24日(日)�
　　　　10：00～11：30
ところ　ふるさと会館
　　　　アルピノホール
受験料　2,000円
　（小学生以下500円）
※親子で受験の場合は
　小学生無料
申込期限　10月25日（金）

駅長おすすめのJR九州ウォーキング
JR唐津駅　☎72-5801

　旧唐津銀行や歴史民俗資料館などの市内名所を
巡り、ゴール後に鉄道フェスタを楽しもう！
と　き　10月12日(土)
スタート　JR唐津駅
　　　　(受付8：30～11：00)
ゴール　唐津鉄道事業部
　　　　(受付15：00まで)
参加料　無料　※事前申し込み不要

K
キ ー プ

eep P
パ イ ン

ine P
プ ロ ジ ェ ク ト

roject～虹の松原クリーン大作戦～
NPO法人 唐津環境防災推進機構K

か ん ね

ANNE　☎80-7060
　白砂青松の虹の松原を
目指して一緒に活動しま
せんか。
と　き　10月20日(日)
　　　　9：00～10：30
　　　　※小雨決行
ところ　東の浜海浜公園　　参加費　無料
内　容　枝拾い、松葉かき、草ぬき
持ってくるもの　帽子、飲みもの、タオルなど
※作業しやすい服装(長袖・長ズボン)で来てください。
※�雨天の場合は午前７時に判断し、KANNEのホー
ムページで通知します。

ラリーニッポン2019イン九州
(一財)ラリーニッポン（ラリーニッポン実行委員会）

☎045-521-8021
　大変貴重なクラシッ
クカー約60台が集結
します。写真撮影も可
能ですので、ぜひお出
かけください！

と　き　10月26日（土）　11:00～13:00頃
ところ　唐津中央商店街

くらしの中の文化事業「書道入門教室」
 埋門ノ館　☎75-1810

　筆ペンを使って文字の基本を学びます。
講　　師　増

ます

本
もと

暁
ぎょう

舟
しゅう

さん
と　　き　11月９日(土)、16日(土)の２日間
　　　　　どちらも10：00～12：00
と こ ろ　埋門ノ館
対　　象　小学生以上
定　　員　20人程度
参 加 料　500円（2日間の合計）

▲前回開催時の記念撮影様子

①シルバー・ミューズ
(シルバーシー・クルーズ提供)

②ル・ラペルーズ
(©マーキュリートラベル)

▲サイエンスショーの様子
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歴史文化企画展「唐津の刀工 本
も と

行
ゆ き

」
唐津城　☎72-5697

　唐津にゆかりのある刀工本行によって鉄の芸術と
して打ち込まれた自然美ある唐津刀を展示します。
と　き　10月１日（火）～12月１日（日）
　　　　9:00～17:00（入館は16:40まで）
ところ　唐津城２階展示室
入館料　一般500円、
　　　　小・中学生250円
　　　　(団体20人以上は２割引)

子ども向け図書館探検ツアー
近代図書館　☎72-3467
　ふだん見ることがで
きない図書館内を一緒
に探検しよう！
と　き　11月24日(日)
　　　　10:30～12:00
と ころ　近代図書館
　３階会議室�ほか

内 　　容　図書館の歴史や分類についての説明、
利用の仕方、館内案内など

対　　象　小学生以上　　定員　５人程度
申 込方法　近代図書館の窓口か電話で申し込んで
ください。

申込期間　10月８日（火）～27日（日）

唐津の歴史文化企画展「戦時中の大発見」
～桜馬場遺跡のナゾを探る～

末盧館　☎73-3673
　防空壕跡からの出土史料を中心に紹介。さらに、
防空壕の堀削に至る唐津の様相にも迫ります。
と　き　�10月８日(火)～12月８日（日）�
　　　　9:00～17:00(月曜日休館)
ところ　末盧館
入館料　小・中学生100円、高校生以上210円
　　　　（団体20人以上２割引）

第141回 からつ塾「体内時計とはなにか」
唐津ビジネスカレッジ　☎77-1771

　夜更かしや海外旅行で体内時計がおかしくなっ
た経験はありますか？体内時計研究者の悪戦苦闘
の様子をお伝えします。
講　師　伊

い

藤
とう

浩
ひろ

史
し

(九州大学准教授)
と　き　10月26日(土)　
　　　　15：00～17：00
ところ　唐津ビジネスカレッジ
　　　　(JR東唐津駅北側徒歩１分)
参加料　1,000円(学生500円)�※事前申し込み不要

唐津城感謝デー
唐津城　☎72-5697

と　き　10月27日（日）
　　　　11月３日（日・祝）
ところ　唐津城
内容
①唐津城登城記念缶
　バッジプレゼント
　入館者に配布します。（各日先着500人限定）
　[配付時間]9:00から無くなり次第終了
　[配布場所]天守閣一階受付
②日本伝統芸能　猿まわし
　[開催時間]両日とも10:00～16:00に随時開催
　[開催場所]天守閣前広場
　※雨天の場合は中止

♪チャリティーコンサート♪
～音で広がる地域のWA♡世界のWA～

アトリエ月
つ き

音
お

海
み

　☎090-1976-3002
　国籍やジャンルの違うプロのアーティストが唐
津に集結。芸術を通じて健康を見直そう！
と　き　10月13日(日)　16:00～
ところ　高齢者ふれあい会館
　　　　りふれホール
入場料　高校生以上500円
　　　　中学生以下は無料
※入場料は全て被災地への募金になります。
※事前予約不要
　詳しくはお問合わせください。

旧三菱合資会社唐津支店本館　特別公開
生涯学習文化財課　☎72-9171

　唐津の近代化の原動
力となった石炭産業の
隆盛を物語る歴史的建
造物を特別公開しま
す。

と　き　10月20日（日）　9:00～16:00
ところ　�唐津市海岸通　旧三菱合資会社唐津支店

本館（現：歴史民俗資料館）
入館料　無料　※事前の申し込みは不要です
その他　�駐車場はありません。公共交通機関など

をご利用ください。

令和元年度 秋季特別展「名画との出会Part.9」
熊
く ま が い も り か ず

谷守一展～書と水墨の世界Ⅱ～
河村美術館　☎73-2868

　好評を博した昨年に引き続き、書と水墨の優品
を展示します。
と　き　９月７日（土）～11月４日(月・休)
　　　　※土日祝のみ開館
　　　　10:00～17:00(入館は16:30まで)
ところ　河村美術館
入館料　中学生以下�無料、
　　　　高校生・大学生�400円(20名以上300円)
　　　　大人�500円(20名以上400円)

［第一種取扱業登録証］
（株）二助企画
展示第4060500008号

市報からつ　令和元年10月号17

イ
ベ
ン
ト



消費税 10パーセントトライ・ザ・しゅわ

③�左手は出した人差し指の先を曲げて(10を表す)、右手
ひとさし指で右上から左下に斜線を引き、親指とひと
さし指で作った輪を、左上、右下と動かし｢％｣を書く。

10パーセント

◆ほほえみサロン(がん患者・家族サロン)
対象者　がん患者さんとその家族
内　容　認定看護師からのお話シリーズ「正しいスキンケア
　　　　～お肌の守り方～」(皮膚・排泄

せつ

ケア認定看護師)
と　き　11月13日(水)　13：00～14：30
ところ　唐津赤十字病院�１階�佐野講堂
受講料　無料（事前申し込み不要）
※内容･講師は都合により変更になることがあります。

問唐津赤十字病院がん相談支援センター　☎74-9135

参加しませんか

休日などの救急医療体制

休日・夜間病院案内（☎７３ー００４３）
休日・夜間に受診できる病院を案内しています。救急車を呼ぶか迷ったときや、受診する病院が
わからないときに利用してください。 献血車がやってきます

10月9日（水）
唐津市厳木市民センター(厳木)

9:30～11:30
唐津市相知市民センター(相知)

13:30～15:30
10月21日（月）
唐津鉄工団地（原）

9:30～11:30、13:00～16:00
10月28日（月）

JAからつ本所（浜玉町浜崎）
9:30～13:00

問佐賀県赤十字血液センター
（☎0952-32-1011）

10月

初期の救急医療はまずはかかりつけ医で受診しましょう
かかりつけ医が不在のときは…

休日（日曜・祝日・振替休日）
午前９時～午後９時

※午前中の受付は午前11時30分まで
　午後の診療は午後１時から

内科・外科
唐津救急医療センター
(千代田町 ☎75-5199)

平日 午後８時～翌午前６時
土曜日 午後６時～翌午前６時
日曜・祝日・振替休日 午前９時～翌午前６時

小児科
地域連携小児救急センター
(唐津赤十字病院内 ☎75-2110)

休日歯科  唐津休日歯科診療所

日曜日・祝日・振替休日　　診療時間  午前９時～午後４時

住　　所 唐津市二タ子１丁目５番１号（旧唐津赤十字病院跡）
唐津市健康サポートセンター「さんて」 ３階

電話番号 53-8271
・受診時は必ず健康保険証を持ってきてください。
・ 休日歯科診療所は、突発的な歯の痛みなどの救急歯科患者に対

して応急的な診療を行うことを目的としています。診療を受け
たあとは、必ず｢かかりつけの歯科医院｣で受診してください。

問保健医療課（☎75-5161）

お
願
い

休日歯科診療について
平成31年4月から休日歯科診療所を開設しています。休日の急な歯の痛
みなどで困ったときに受診できます。

①�右手親指とひとさし指で作った
輪(お金を表す)を左手のひらの
上で前に出す動作を繰り返す。

②�右手の輪を開きながら、手の
ひらが上、指先が自分の体に
向くように手首を返す。

消費　　＋税
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近代図書館
新興町　☎72-3467
　近代図書館４階子どもコー
ナーでは「まつぼっくり」などが
読み聞かせをします。
◆幼児向け絵本の読み聞かせ
　10/12・19・26� 14：00～14：30
◆小学生向け読み聞かせ
　10/12� 14：30～15：00
ブックスタートなど
◆0歳児向けブックスタート
　10/16・23� 受付10：30～12：00
◆0歳児向けぴよぴよおはなし会
　10/16・23� 11：00～11：20
相知図書館
相知町相知　☎62-4194
　相知おはなし会 ｢虹のぽけっ
と｣などが読み聞かせをします。
◆幼児、児童向け絵本の読み聞かせ
　10/5・26� 14：00～14：30
　相知図書館児童室
唐津幼稚園
西城内　☎72-3438
◆�唐津幼稚園で遊ぼう会｢白くまちゃん｣
　10/2�｢よういどん！｣しよう
　10/28　木の実で遊ぼう
� 10：00～
町田保育園 子育て支援センター
町田3丁目　☎0120-192-168
◆おへんじハイ！(たいこのお返事)�など
　�毎週月～土曜日(10/5・11・14・
22・31除く)� 9：00～14：00

認定こども園 昭和幼稚園・なかよ
し保育園　北城内　☎72-4380
◆｢レジンアクセサリー作り｣�など
　�毎週水･木曜日(10/16･31除
く)、10/29� 10：00～15：00

認定こども園 すみれ幼稚園
神田　☎73-2631
◆ハーブハンドクリームを作ろう�など
　毎週木曜日（10/3除く）
� 10：00～11：00�など
認定こども園 唐津ルーテル
こども園　坊主町　☎72-2518
◆ホッとヨガ�など
　�10/1・2・7・12・17・21・24・28
� 9：00～14：00�など

認定こども園 リョーユー幼稚園
和多田先石　☎74-7500
◆親子クッキング�など
　10/7・15・17・23・24・29・31
� 10：30～11：30�など
認定こども園 唐津カトリッ
ク幼稚園　山下町　☎72-2755
◆親子モンテッソーリ教育デー�など
　10/8・15・17・24・29
� 10：30～11：15
認定こども園 虹の森こども園
鏡　☎74-0660
◆音脳リトミック�など
　�10/4・7・8・12・15・16・21・
23・24� 10：00～12：00�など

エルアン幼稚園
原　☎77-3450
◆ベビーマッサージ�など
　�10/1・6・9・16・17・18・21・24・25・
26・29・31� 10：00～15:00�など

NPO法人 唐津市子育て支援情報
センター　東城内　☎72-2288
◆赤ちゃんたいそう�など
　10/3・21� 10：30～11：30�など
認定こども園　浜崎幼稚園
浜玉町浜崎　☎56-6103
◆親子で運動遊び�など
　�毎週火･木･金曜日（10/22除く）、
10/21� 13：30～14：30�など

双葉保育園
浜玉町浜崎　☎56-8385
◆アートムジカコンサート�など
　(場所：双葉保育園�など)
　10/1・5・8・15・17
� 10：00～10：45�など
平原保育園
浜玉町平原　☎56-6529
◆保育園児と遊ぼう
　毎週水曜日� 10：00～11：00

認定こども園 相知エルアンこど
も園　相知町中山　☎51-8029
◆すこやかクラブ(発育測定)�など
　10/11・16・18・23・28
� 9：00～14：00
北波多第二保育園
北波多田中　☎64-2710
◆親子ふれあい人形劇場�など
　10/5・8・19・29� 10：00～11：00
認定こども園 ひぜんこども園
肥前町入野　☎51-6662
◆フラワー教室�など
　�毎週月～土曜日(10/12・14・
22除く)� 10：00～15：00

なごや保育園
鎮西町名護屋　☎82-1129
◆秋を見つけよう�など
　(場所：大久保コミュニティセンター)
　�毎週火･水･金曜日(10/22除く）、
10/21� 10：00～15：00

認定こども園 呼子中央こども園
呼子町呼子　☎82-3333
◆新聞紙あそび�など
　毎週水･金曜日、10/6� 10：30～
殿の浦愛児園
呼子町殿ノ浦　☎82-2932
◆ボールプール遊び�など
　毎週火･水･金曜日
� 10：00～15：00
呼子保育園
呼子町呼子　☎82-3926
◆�トレーシィ先生と英語で遊ぼ
う！�など

　毎週月･水･金曜日(10/14除く)
� 10：00～11：00�など

各施設では、下記行事以外にも週３日から６日「子育て親子の交流の
場」を提供しています。専任スタッフが常駐し、子育て相談も受け付
けています。日時など詳しくは、各施設にお問い合わせください。

詳しくは→
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人権相談
人権・同和対策課　☎72-9125
または各市民センター総務・福祉課
10月
２日
(水)

13：00～16：00
本庁2階審査会室

３日
(木)

9：00～12：00
七山公民館

４日
(金)

13：00～16：00
打上公民館（鎮西）

８日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）
呼子公民館

15日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター1階会議室
相知市民センター別館第2会議室
肥前市民センター101号会議室

11月
６日
(水)

13：00～16：00
本庁2階審査会室

12日
(火)

9：00～12：00
ひれふりランド（浜玉）

唐津地区保護司会の相談受付
唐津地区更生保護サポートセンター
☎74-3626
　身近にある犯罪や非行で困っ
ている人からの相談を受け付け
ています。
受付時間　平日9：00～16：00
日曜相談会　10月６日、11月10日
　　　　　　9:00～16:00
と こ ろ　唐津地区更生保護サ
ポートセンター(栄町)

土地建物の無料相談会
佐賀県宅地建物取引業協会唐津支部
☎72-0780
　借地･借家などの契約や苦情につ
いてご相談ください。(予約不要)
と　き　10月17日(木)
　　　　13：30～16：00
と ころ　市民交流プラザ(大手口セン
タービル「O

オ ー テ

tte」３階)小会議室２
創業・経営相談(要予約)
商工振興課　☎72-9141
と　き　毎週金曜日、10月13日(日)
　　　　14：00～18：00
　　　　10月18日は21：00まで
ところ　唐津商工会館５階
　　　　504会議室(大名小路)

無料法律相談(要予約)
市民相談室　☎72-9122
または各市民センター総務・福祉課
　金銭や土地・建物、交通事故、
相続、夫婦・親子関係などの相談
10月
４日
(金)

10：00～12：00
浜玉市民センター1階相談室

10日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

15日
(火)

10：00～12：00
相知市民センター1階相談室

17日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

18日
(金)

10：00～12：00
鎮西市民センター第2会議室

24日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

31日
(木)

10：00～15：00
本庁1階市民相談室

11月
６日
(水)

10：00～12：00
北波多公民館

【予約受付開始日】※予約は開庁日に限る
本　庁　相談希望日の前週の金曜日から
各市民センター　相談希望日の1週間前から
消費生活相談
消費生活センター　☎73-0999
と　き　閉庁日を除く毎日�
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階市民相談室
女性・母子・父子総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7180
　女性や母子･父子家庭の生活上
の悩みについて相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課
児童総合相談
子育て支援課相談室　☎53-7181
　児童の虐待、不登校、ひきこも
りなど、子育ての悩みについて
相談に応じます。
と　き　閉庁日除く毎日
　　　　8：30～17：15
ところ　本庁１階子育て支援課

行政相談
総務課　☎72-9113
10月
２日
(水)

10：00～12：00
北波多老人憩の家

８日
(火)

9：00～12：00
呼子公民館
ひれふりランド（浜玉）
13：00～16：00
鎮西市民センター2階会議室

15日
(火)

9：00～12：00
厳木市民センター1階会議室
相知市民センター別館2階第3会議室

からだとこころの無料相談
唐津保健福祉事務所　☎73-4185
場所/大名小路
●エイズ相談
　毎週火曜日(10/22除く)� 9：00～11：00
　10月15日(火)� 9：00～11：00
� 17：00～19：00
●骨髄提供希望者登録受付(要予約）
　毎週木曜日� 9：00～11：00
●肝炎ウィルス検査(要予約）
　10月15日(火)� 15：00～19：00
●精神保健福祉相談(要予約）
　毎週水曜日� 13：30～16：00
●難病相談
　平日随時実施� 8：30～17：15
●専門医による個別相談
　神経系(要予約)
　10月11日(金)� 14：00～16：00
　膠

こ う げ ん

原系(要予約)
　11月22日(金)� 14：00～16：00
　※患者・家族交流会も同時開催
●療育発達相談(要予約）
　10月2日(水)� 14：00～16：00
●不妊相談(要予約)
　平日随時実施� 8：30～17：15
こころの相談(要予約)
唐津市保健センター　☎75-5161
　仕事、育児、家庭、健康などの
相談に、臨床心理士が応じます。
と　き　10月10日(木)�
　　　　14：00～16：00
ところ　唐津市保健センター
　�(二タ子1丁目　唐津市健康サ
ポートセンター ｢さんて｣内)
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労働委員会　～労使間のト
ラブル、ご相談ください～
佐賀県労働委員会事務局
☎0952-25-7242
　解雇や賃金未払いなど、労使間
のトラブルについて、無料で相談
を受け付けています。
　10月 ５ 日(土)か ら11日(金)は
重点受付週間として、受付時間を
延長します。
受付時間　
　通　常　平日　8：30～17：15
　期間中　10月５日(土)～６日(日)
　　　　　9：00～17：00
　　　　　10月７日(月)～11日(金)�
　　　　　8：30～20：00
※来所の場合は予約が必要です。

勤労者向け無料法律相談会
(一社)佐賀県労働者福祉協議会
ライフサポートさが
☎0120-931-536
　県内の労働者とその家族の生
活支援を目的に、弁護士による無
料法律相談会を開催します。
と　き　10月20日(日)�
　　　　13：00～16：00
ところ　佐賀県労働会館３階
　　　　(佐賀市神野東４丁目)
内　容　相続・労働・借金など
※事前に申し込みが必要です。
※毎月第３日曜日に開催しています。

行政書士無料相談会
佐賀県行政書士会唐津支部
☎72-4949
　日本行政書士会連合会と佐賀県
行政書士会では、10月を「行政書
士制度広報月間」と定めています。
佐賀県行政書士会唐津支部では、
無料相談会を開催します。
と　き　10月18日（金）
　　　　13：30～16：00
ところ　市役所本庁３階�
　　　　第１委員会室
内 　容　遺言･相続･各種契約、建
設業関係事務、会社設立･営業
許可申請、町内会、その他の法
人化、農地転用などの土地利用
の申請

※�予約は不要です。当日の状況に
よりお待ちいただく場合があ
ります。

無料調停相談会
唐津調停協会(唐津簡易裁判所)
☎72-2138
と　き　10月24日(木)
　　　　10：00～15：00
ところ　唐津市民会館３階会議室
内 　容　金銭貸借、土地建物、交
通事故、公害、夫婦・親子関係、
相続問題、戸籍関係　など

相談担当者　弁護士、調停委員
※予約不要

司法書士による｢無料相談会｣
司法書士会唐津支部　☎79-5431
　相続、登記、空き家問題などご
相談ください。
と　き　11月６日(水)�
　　　　13：00～15：00
ところ　本庁１階市民相談室
※要予約、１件につき30分まで

一日合同行政相談所開設
佐賀行政監視行政相談センター
☎0952-22-2651
　総務省では行政への苦情、意
見、要望を受け付けています。お
気軽にご相談ください。
と　き　10月24日(木)
　　　　10：00～15：00
ところ　唐津市民会館４階大会議室
※�各行政機関などの専門担当者
が相談に応じます。

※�当日は弁護士会による相談も
行います。

大人の英会話･韓国語市民講座
受講者募集
国際文化交流協会　☎090-6489-2803
　基本的なあいさつや簡単な会
話を外国人の先生と楽しく学ん
でみませんか？
と 　き　10月29日(火)～12月17日(火)
　の間の毎週火曜日(全８回)
　韓国語　18:00～19:00
　英会話　19:30～20:30
受講料　8,000円(教材費含む)
ところ　市民交流プラザ(大手口
　センタービル「O

オ ー テ

tte」３階)
定　員　各�先着15人
※電話で申し込んでください。
　(平日11:00～16:00)

佐賀友の会 家事家計講習会
佐賀友の会　☎070-4515-2478
　｢見えてきた　我が家の暮らし
のモノサシ」と題して、実際の生
活のお話と、家計簿のつけ方の講
習会を開催します。
と　き　11月16日(土)
　　　　13：00～15：00
ところ　高齢者ふれあい会館りふれ
参加料　350円(資料代)
※事前申し込みが必要です。
※託児有り(200円、要予約)

はじめてのスマホ体験講座
受講者募集
NPO法人シニアネット佐賀
☎090-4357-0913
　県内に住んでいる50歳以上の
人を対象に、操作の基礎からイン
ターネット、LINE、いろいろなア
プリ操作などを学べます。
と　き　10月28日(月)、29日(火)
　　　　10：00～12：00
ところ　都市コミュニティセンター
定　員　先着10人�
受講料　無料(テキスト代500円)
申込期間　10月１日(火)
　　　　　～10月22日(火)
※電話で申し込んでください。

第49回佐賀県精神保健福祉大会
｢ひまわりフェスタ｣
唐津保健福祉事務所　☎73-4187
　精神障がい者への理解と認識を
深めることを目的に開催します。
と　き　10月18日(金)
　　　　12：00～15：00
と ころ　相知交流文化センター
（相知町中山）

内　容
・精神障がい者の作品展示と即売
・�ミニ講和 ｢ちょっぴり幸せにな
りませんか｣　
講師：松

まつ

口
ぐち

　しおりさん(音楽療
法士)
・�アトラクション　北

きた

村
むら

　尚
なお

志
し

さん
��(シンガーソングクリエーター)
入場料　無料
※事前申し込みは不要です。
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保育所や放課後児童クラブで
の勤務を考えている皆さんへ
子育て支援課　☎72-9151
各市民センター総務･福祉課

９月６日現在の募集状況
【保育所、認定こども園】
保育士など　10件
調理関係　　２件
看護師など　１件
その他無資格者　０件

【放課後児童クラブ】
支援員または補助員　10人
※補助員は資格不問
●  職員募集の状況は、インター
ネットで簡単に検索できます。

●  就職や資格取得などに関する
さまざまな相談は ｢佐賀県保
育士・保育所支援センター｣
　�(☎0952-28-3406)が受け付
けています。インターネット
検索サイト｢福祉のお仕事｣の
操作方法もこちらに問い合わ
せてください。

●  就職(復職)準備金や家賃負担
軽減など、保育士向けの各種
サポート(助成制度)を実施し
ています。

※詳しくは市のホームページをご覧ください。

C
コ コ

oCoカラでは
相談を受け付けています
唐津市福祉・就労支援コーナー
(CoCoカラ)　☎72-9143
　CoCoカラ(唐津市福祉･就労
支援コーナー)では、職業相談や
職業紹介を行っています。
場　所　大手口センタービル｢O

オ ー テ

tte｣ 3階�
　　　　唐津市民交流プラザ内
受付時間　平日9：00～16：30
内　容
●  生活保護受給者や母子･父子家
庭などへの職業相談や職業紹介

●一般求職者に対する必要な就職支援

危険物取扱者試験
受験準備講習会
唐津･東松浦地区危険物安全協会
☎75-3122
対　象　乙種第４類
と　き　10月26日(土)～27日(日)
　　　　9:30～16:30
ところ　相知交流文化センター
受講料　5,000円(テキスト代別途)
申込期限　10月25日(金)
※詳しくはお問い合わせください。

浜玉町心配ごと相談所
｢浜玉ほっとカフェ｣
浜玉地区社会福祉協議会 
☎56-6617
●  どこに相談すればいいかわか
らない悩み

●いくつもあって整理できない問題
●誰かに聞いてほしい悩み
1人で悩まずに相談しましょう。
と　き　10月16日(水)
　　　　13:30～16:00
ところ　ひれふりランド
※事前予約は不要です。

発達障害児(者)専門相談窓口
NPO法人それいゆ専門相談窓口
受付担当　☎0952-37-0250
　発達障害児(者)とその家族など
の相談に専門相談員が応じます。
と　き　毎月第2・4水曜日
　　　　10：00～16：00
ところ　障がい者支援センターりんく
※電話での事前予約が必要です。
※相談は1件につき50分程度です。

12月入所 職業訓練受講生募集
ポリテクセンター佐賀
☎0952-26-9516
募集科目・人数
●CAD/NCオペレーション科
� 15人
●溶接技術科� 12人
●住環境CAD科� 15人
入 所 日　12月３日(火)
訓練期間　６か月
受 講 料　無料(教科書代などは実費)
対 　　象　新たに職業に就こう
とする求職者で、ハローワー
クから受講指示か受講推薦を
受けた人

申 込 先　最寄りのハローワーク
申込期限　10月30日(水)
※詳しくはお問い合わせください。

唐津ジュニア音楽祭2020
出場者募集
唐津ジュニア音楽祭2020
実行委員会(唐津市民会館)
☎72-8278
と　き　令和２年２月２日(日)
ところ　唐津市民会館大ホール
◆出場者募集
部　門　バンド部門、弾き語り部門
対 　象　令和２年２月２日日時点
で９歳～23歳の個人かバンド

参加費　無料
申 込方法　応募用紙を記入し12
月20日(金)までに提出してく
ださい。応募用紙はジュニア音
楽祭の公式ホームページから
ダウンロードできます。

自衛官などを募集　自衛隊佐賀地方協力本部唐津出張所　☎72-8697
募集種目 受験資格 受付期間

自衛官候補生
（男性・女性） 18歳以上33歳未満の人 年間を通じて受付
高等工科学校
生徒（男性）

中学校を卒業した(見込み
含む)17歳未満の人

11月１日(金)～令和
２年１月６日(月)

※詳しくはお問い合わせください。

唐津市 保育所 放課後児童クラブ

スマートフォンは
こちら→
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医療法人松籟会 河畔病院
地域に根ざし慈愛に満ちた

医療と福祉をめざす診療科目 内科・脳神経内科・循環器内科・緩和ケア内科

　　　　　  外科・脳神経外科・整形外科・リハビリテーション科

併設事業所  居宅介護支援事業所河畔・指定訪問介護事業所河畔・唐津市在宅介護支援センター河畔

　　　　　  まつのみ訪問看護ステーション・認知症疾患医療センター河畔

　　　　　  唐津地区地域リハビリテーション広域支援センター

診療科目 内科・脳神経内科・循環器内科・緩和ケア内科

　　　　　  外科・脳神経外科・整形外科・リハビリテーション科

併設事業所  居宅介護支援事業所河畔・指定訪問介護事業所河畔・唐津市在宅介護支援センター河畔

　　　　　  まつのみ訪問看護ステーション・認知症疾患医療センター河畔

　　　　　  唐津地区地域リハビリテーション広域支援センター

〒847-0021　佐賀県唐津市松南町２－５５　　TEL 0955-77-2611   FAX 0955-77-2722

松籟会

して重要な意義をもっています。また、県内で唯一
出土した中国の後漢時代の鏡をどのように手に入れ
たかも含めて、弥生時代の末盧国が、古墳時代に入っ
て倭

わ

国
こく

社会の構成員として発展していく過程を、大
陸との交渉を含め分析していく上でも極めて高い学
術的価値をもっていることから、平成28年４月28
日、県の史跡に指定されました。

　久里双水古墳は、松浦川と支流
である徳須恵川が合流して平野に
流れ出す場所に位置します。昭和
55年に労働者住宅生活協同組合

の宅地造成事業に伴い、前方後円墳であることが確
認されました。大型の前方後円墳であるとともに、
未盗掘の状態で発見されるなど遺存状態が良好で
あったことから保存されることとなりました。
　昭和63年１月に市の史跡に指定され、平成元年
には公有化を実現しました。同年８月に地下レー
ダー探査による遺構保存状態の調査を行い、平成３
年度から３年間、古墳前方部、古墳後円部、古墳墳
頂部の範囲確認調査を行いました。
　主体部からは中国の後漢時代の鏡１面、碧

へき

玉
ぎょく

製
せい

管
くだ

玉
たま

２点、鉄
てつ

製
せい

刀
とう

子
す

１口が出土していて、これらは
古墳時代の最高首長層の権力を示すもののひとつと

「みつけた！唐津の文化財」(9)
「久

く

里
り

双
そ う

水
ず い

古
こ

墳
ふ ん

」

唐津今昔物語89

唐ワンくんの

◆西ノ浜で行われた第5回西ノ浜はままつ
りを取材しました。子どもたちが勇気を振
り絞って船から飛び込む姿を見ていると、
遊びの中で成長する一面が垣間見えまし
た。きっと、かけがえのない夏休みの思い
出になったことでしょう。(トシ）
◆ついに消費税が上がってしまいますね。
たかが2パーセント、されど2パーセント。
されどされど ｢8パーセントの内に…｣ と
駆け込むには懐が心もとない。どこで帳尻
を合わせようか、悩みは尽きません。(ヨシ）

編集後記 ―市報からつ編集室から―

防災シリーズ ⑫　令和元年８月豪雨災害義援金
　令和元年８月大雨により被
災された方々を支援するた
め、義援金を受け付けていま
す。
　募金箱を、市役所本庁１階
の玄関ホールや各市民セン
ター、唐津市社会福祉協議会
本所・支所に設置しています。
　領収書が必要な場合は、市
役所本庁福祉総務課、各市民センター総務・福祉課、唐津市社会福祉
協議会本所・支所の窓口へ直接お越しください。
　皆さんの心温まるご協力をお願いします。
受付期間　令和元年９月２日（月）～令和２年２月28日（金）

大雨や台風などの災害時は
災害情報メールで情報収集を！

唐津市災害情報メール
スマートフォンはこちら→

登録するには…

問日本赤十字社佐賀県支部唐津市地区
　（唐津市社会福祉協議会内）☎７０- ２３３４

問生涯学習文化財課（☎72-9171）

久里双水古墳

お詫びと訂正
　市報からつ９月号９ページに掲載した水
道管の清掃日程表において漢字表記に誤り
がありました。
誤：長砂子→正：長沙子
誤：晴木→正：晴気
お詫びして訂正いたします。

▲唐津市内での災害の様子
(県道�厳木富士線)

◀西ノ浜はままつり
　�何回も飛び込んで
海を楽しみました!
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◆市・県民税、固定資産税、国民健康保険税
　第５期納期限� 10月31日(木)
　口座振替日� 10月28日(月)
　夜間納税相談� 10月10日(木)
� 24日(木)
　※夜間納税相談は午後７時までです。
問税務課(☎72-9188)
◆後期高齢者医療保険料
　第５期納期限� 10月31日(木)
　口座振替日� 28日(月)
問保険年金課(☎72-9123)
◆介護保険料
　第５期納期限� 10月31日(木)
　口座振替日� 25日(金)
問高齢者支援課(☎70-0101)

納付のお知らせ
● 毎週月曜日　● 22日(火)美術ホールのみ開館
● 特別整理期間（年１回の蔵書点検のため休館します）
近代図書館　10月１日（火）～７日（月）
相知図書館　10月６日（日）～10日（木）
この期間は本の貸し出しや閲覧はできません。
本の返却のみ返却ポストをご利用ください。

近代図書館（☎72-3467）　相知図書館（☎62-4194）

10月  図書館の休館日

☆日曜日も証明などが受け取れます
時間　9：00～12：00
取 扱業務　住民票の写しの交付/印鑑登録証明書
の交付/戸籍証明書の交付/戸籍届出受付/パス
ポートの交付/臨時運行許可証の交付
※�転入・転出などの届け出や印鑑登録・パスポー
ト申請などはできません。

※11月３日(日)の日曜日開庁サービスは行いません。
☆電話予約で時間外に受け取れます
予約受付� 月～金(祝・休日除く)� 8：30～17：00
受取時間� 月～金(祝・休日除く)�17：30～20：00
� 土� 9：00～12：00
受取場所　予約した本庁･各市民センターの当直室
受 け取れる証明書　住民票の写し（本人か同一世
帯の人）、印鑑登録証明書（本人）
※�住民票にマイナンバーや住民票コードの記載
を希望する人は、予約時にお申し出ください。

問市民課(☎72-9120)

市民課時間外窓口

九州オルレ唐津コース
10月定例ウォーク

「名護屋城ヒストリーオルレ」

問鎮西町観光案内所(☎51-1052)

と　　き　10月12日(土)� 受　付　8：30
スタート　9：15� 終　了　15：00
集合場所　道の駅桃山天下市� 距　離　11.2km
参 加 料　1,500円(昼食付き)� 定　員　40人
※事前に申し込みが必要です。

スマートフォン
サイト LINE@

モーニングレース「朝から！からつ」実施中

ボートのススメ。
ボートレースの“気になる”

を解説します！
　第７回は「前

ぜん

検
けん

日
び

」について！
　ボートレーサーは、レースが始まる前日に
ボートレース場で検査を受けなければいけ
ません。その検査が行われる日を前検日と言
います。
　前検日はモーターやボートの抽せん、身体
検査、持ち物検査をします。検査に合格しな
いとレースに出場することができません。

　レース期間中、レーサーは全
員宿舎で生活をします。携帯電
話などの通信機器が使用禁止なので、
外部との連絡が一切取れなくなりま
す。ボートレースには他のスポーツに
ない厳しい決まりがあります。

次の“気になる”は
｢フライング｣だよ♪

問ボートレース企業局
　企画宣伝課　☎77-1311▲抽せんの様子
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特集番組
９月30日
～10月６日

住民公開講座　人生の最期まで自分らしく生きる
講師：満岡　聰さん（日本尊厳死協会理事）

10月７日
～13日

不登校講演会「大丈夫　未来はひらけてる」
講師：松本�雅彦さん(不登校支援カフェ�オーナー)

10月14日
～20日

一般公開講演会「万葉集の令和、そして唐津」
講師：東　茂美さん（福岡女学院大学教授）

10月21日
～27日

第16回　詩と童話の朗読会
発表者：相知お話会　虹のぽけっと　ほか

10月28日
～11月３日

唐津学教室　松浦佐用姫について
講師：美浦�雄二（唐津市生涯学習文化財課係長）

各課からのお知らせ おすすめ番組
９月30日
～10月６日 手話だより 公開講座「唐津城大解剖」

2017年11月13日放送分

10月７日
～13日 保健だより

唐津学教室 アンコール
地方の歴史を考える②
穀物栽培を探る
2016年８月15日放送分

10月14日
～20日 図書館だより 啓発DVDや過去の特集番

組などを週替わりで放送
します
内容はリモコンの「番組
表」でご確認ください

10月21日
～27日 にこにこネット

10月28日
～11月３日 手話だより

19時00分から９月放送の「市内の風景」を
まとめて毎日放送しています。
ぜひ、ご覧ください。

おすすめ番組は過去の特集番組や啓発
DVDなどを放送します。リクエストがあり
ましたら市政広報課までご連絡ください。

チャンネルからつ番組表（行政放送）
12チャンネルで放送中！ データ放送はリモコンdボタンを押してください
火災や大雨など災害のときはチャンネルからつでも情報をお届けしています

地上デジタル

問市政広報課（☎72-9189）

◎�唐津市ニュースは、耳の不自由な人のために、文字テロップ付き
で放送しています。
◎�土・日曜日、10月14日（月・祝）は、１週間の唐津市ニュースを
まとめて放送します。

◎都合により、番組と時間を変更して放送する場合があります。

一
日
の
番
組
表

時間 放送内容
お知らせ文字放送

5:30 唐津市ニュース 前日分

6:30 各課からのお知らせ
7:30 唐津市ニュース 前日分

8:30 各課からのお知らせ

9:30 おすすめ番組

11:30 各課からのお知らせ
12:30 唐津市ニュース 前日分

13:30 特集番組

15:30 各課からのお知らせ

16:30 特集番組 前週の再放送

18:30 各課からのお知らせ
19:00 市内の風景　９月放送分

19:30 唐津市ニュース

20:30 特集番組

22:30 唐津市ニュース
23:30 各課からのお知らせ
0:30 唐津市ニュース

1:30 特集番組 前週の再放送

終了後はお知らせ文字放送

平日
月曜～金曜

唐津市ニュース
市内で行われた行事やイベントなどの模様を
毎日、放送しています。
19時30分がその日の初回放送となります。
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　作物を食い荒らすイノシシ捕獲後の処分に困って
いた厳木町浦

うら

川
がわ

内
ち

地区の猟友会から、厳木高校の食
物研究部にイノシシを料理で活用できないかと相談
がきました。イノシシ肉はビタミンB1や鉄分を多く
含んでいて、コレステロール値が低いなどヘルシー
で高たんぱくの魅力的な食材ですが、難点として特
有の臭みがあります。から揚げ、角煮、シチュー、
ギョーザなどさまざまな料理への活用を試みた中で、
特有の臭みを感じにくく、幅広い世代に人気がある

カレーで商品化を目指しました。下処理として骨と
肉をわける作業を行うときに、体や衣服に獣臭いニ
オイが染みつくのを我慢しながらレシピ研究に励ん
だ結果、イノシシのうまみを出すために骨を３～４
日煮込んだスープを作り、ショウガやスパイスを加
えることで臭みを消すレシピを考案しました。
　レシピを確立してからは、障害者就労支援施設イ
エローキッチンでレシピにさらなる改良を加え、レ
トルトカレーの「厳木ウマ猪

いの

カレー」として商品化、
風のふるさと館や佐用姫の湯で販売しています。臭
みもなく、イノシシのうまみと栄養が詰まったウマ
猪カレーをぜひ食べてみてください！イノシシ料理
の第二弾も研究中とのことですので、楽しみですね！

厳木高校 食物研究部（厳木町）

～やっかいものをおいしい料理へ～

こんにちは  唐津っこ♪  10月生まれです！

鳴戸部屋と総合交流宣言、今年も唐津に来ます！
　８月８日に大相撲の鳴戸部屋と
総合交流宣言を締結しました。大相
撲を中心とした多方面にわたる交
流を通して、青少年の健全育成とス
ポーツ振興をすすめます。
　また、今年も九州場所では鳴戸
部屋が唐津市に宿舎を構えます。

宿　　舎　浜玉町浜崎�西区公民館�
本 場 所　初日�11月10日（日）～千秋楽�11月24日（日）�
稽古日時　10月29日（火）～11月８日（金）
　　　　　午前７時～10時ぐらい
　※連合稽古で不在の場合もあります。

稽古場所　浜玉相撲場
　�※11月２日（土）３日（日・祝）は稽古終了後、ふる
まいちゃんこを予定（食数限定）。

場所中の朝稽古　午前８時～10時ぐらい
　※親方も都合がつけば参加します。�
　※都合により稽古を行わないこともあります。�
支援受付場所　浜玉町浜崎�西区公民館�
支援受付日時　10月25日(金)～11月24日(日)
　　　　　　　�午前９時～午後１時
　　　　　　　（不在の場合あり）�
問鳴戸部屋宿舎について：
　鳴戸部屋九州後援会事務局(☎090-8760-1620)
問総合交流宣言について：市政戦略課（☎72-9115）

がんばっています○30

森
も り

永
な が

 哩
り

功
く

くん
（町田3丁目）

(H28.10.30生  3歳)
優しくて元気いっぱいの
哩功！大好きよ☆

野
の

崎
ざ き

 万
ま

唯
い

花
か

ちゃん
（和多田本村）

(H28.10.24生  3歳)
みんなを笑顔にしてくれ
るまいかちゃん☆
大好きだよ～!!

浦
う ら

田
た

 航
こ う

誠
せ い

くん
（鏡新開）

(H28.10.11生  3歳)
食べるの大好き!!
いつもニコニコ笑顔を
ありがとう☆

　市報からつ12月号に掲載する唐津っこ
（12月生まれの未就学児）の写真を募集し
ます（最大３件）。募集期間は10月１日（火）
～20日（日）で、応募多数の場合は抽せんで
す（掲載により抽せん結果を発表します）。
　お子さんの写真（9MB以内）と①お子さ
んのお名前（ふりがな）②年齢③生年月日
④性別⑤お子さんへのメッセージ（30字以
内）⑥保護者の氏名、住所、電話番号を次
のメールアドレスに送信してください。

kouhou@city.karatsu.lg.jp
＊�写真は原則、お子さんが１人で写り、頭
全体が写ったもので、応募から２か月以
内に撮影した加工前のもの

＊�必要事項の記入もれがある場合は受け付
けできません。ご注意ください。

＊�１人のお子さんに対して複数の応募が
あった場合でも１件とみなします。

＊掲載できるのは、１人１回です。
問市政広報課（☎72-9189）

▲�左から長時間煮込んだ猪骨スープ、猪骨スープ使ったイノシ
シカレー、商品化したレトルトカレーの「厳木ウマ猪カレー」

「厳木ウマ猪カレー」を開発した食物研究部のみなさん
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